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序

データベ ースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割 を果 たす もの と期待 されてい る。

今後、 データベースの普 及 によ り、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期 待 さ

れ る。 さ らに海外 に対 して提供可能 なデータベースの整備は、国際 的な情報化への貢献 お

よび 自由な情報流通の確保の観 点か らも必要 であ る。 しか しなが ら、現在わが国で流通 し

てい るデータベースの 中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国

データベ ースサー ビスひいて はバ ランスあ る情報産業の健全 な発展 を図るためには、わが

国独 自の データベースの構築およびデータベース関連技術 の研究 開発を強力に促進 し、デ

ー タベースの拡充 を図 る必要があ る。

このよ うな要請 に応え るため、側)データベース振興セ ンターで は 日本 自転車振興会か ら

機械工業振興資金 の交付 を受けて、データベースの構築および技術 開発 について民間企業、

団体等 に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会 的、経済的、国際的 に

重要 で、 また地域 および産業の発展 の促進 に寄与す ると考 え られ ているデータベ ースの構

築 とデータベ ース作成の効率化 、流通の促進 、利用の円滑化 ・容易化 などに関係 した ソフ

トウェア技術 ・ハ ー ドウ ェア技術 である。

本事業 の推進に当た って、当財 団に学識経験者の方 々で構成 され るデータベース構築 ・

技術 開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 してい る。

この 「交通事故調査 データベースのプロ トタイプの作成 」は平成3年 度のデータベ ース

の構築 促進 および技術開発促進事業 と して、当財団が財団法人 日本 自動車 研究所 に対 し

て委託実施 した課題 の一つであ る。 この成果が、データベースに興味 をお持ちの方 々や諸

分野 の皆様方のお役 に立てば幸 いであ る。

なお、平成3年 度 データベースの構築 促進 および技術開発促進事業で実施 した課題 は次

表 の とお りであ る。

平成4年3月

財団法人 データベ ース振興 セ ンター





平成3年度 データベース構築・技術開発促進委託課題ご覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学的コメントを含む病理データベースのプロ ト ㈱ エ ス ・ピー ・オ ー

タイプ作成

2交 通事故調査データベースのプロ トタイプの作成 ㈱日本自動車研究所

3シ ルバーエイジの医療と福祉情報の実際的な活用を 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

目的としたデータベース構築 館

4気 候情報データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所

社 会 5地 下水情報データベースシステムの構築のための調 ㈱ ぐスコ

査研究

6フ ァジィに関する文献データベースシステムの開発 働日本情報処理開発協会

7大 学におけるデータベース利用教育システムに関す 日外アソシエーツ㈱

る調査研究

8マ ルチメディア型社会科用データベースの開発 ㈱新学社

9異 分野研究のための知的オ リエ ンテーション・デー ㈱ ナいはんな

タベースシステムの構築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館の郷土資料データベースの構築 ㈱中国新聞社

11記 事データベースアクセス用パ イロッ トシステム構 ㈱可北新報社

中小企業振興 築

地域括目…化 12商 業調整支援データベースの構築 ㈱日本統計センター

13地 域流通最適化に必要なデータベースの構築に関す 閲 日本 ボランタ リー ・チ ェー ン

る研究 絵
14情 報源検索データベースのプロ トタイプ作成 セ ントラル開発㈱

情報図書館RUKIT

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換ソフト開発と英訳 コム ライ ンインターナシ ョナル

辞書作成 ㈱

16海 外の主要国際 ・国家規格データベースの構築 日本電子計算㈱

海 外 17ア ジア太平洋交流データベースの研究一プロトタイ 蘇洒日本新聞社

プ作成一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ一夕ベ 科学技術情報研究所㈱
一ス化の言・ 九

19書 誌データベース用 ダイナ ミックシソーラス ・エ ン 麻紀伊國屋書店

ジンの構築と自然言語検索システムへの応用

技 術 20知 的ハイパーメディアを活用したデータベース構築 ㈱新世代システムセンター

に関する調査研究

21CD-ROMに よる光学材料データベースの構築 ㈱ リアライズ社
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1.開 発研究の目的と概要

1.1目 的

交通事故の低減や交通事故時の乗員等の被害を軽減するための一方策として、交通事故

調査を実施し、得られたデータをもとに事故原因や傷害原因を多面的に解析 し、その結果

を実際の交通政策や道路設計、車両開発等に反映させることが重要である。このような観

点から、先進諸国においては古くから交通事故調査が実施されており、わが国においても

系統的かっ継続的な事故調査がいくつか実施されている。

交通事故調査には、大きくわけて二種類あり、そのひとっは主として警察によって実施

されている交通事故調査で、その対象は全国または米国等では州全体を網羅しており、調

査対象事故件数が多いという特徴をもっている。この調査は交通事故を統計的側面からと

らえる場合には不可欠なものである反面、調査項目が限定されるため、道路施設の設計 ・

改良や自動車の設計 ・改良などに反映させるにはかならずしも十分ではない。この点を補

うため、多くの国において、特定の交通事故要因にっいて詳細な分析を行い、具体的な事

故防止策および事故時の被害軽減策を講じることを目的とした詳細事故調査が実施されて

いる。

本開発研究で対象としている事故調査は後者であり、今年度はその調査目的に適合 した

データベースを構築するための第1ス テップとして、すでに実施されている事故調査を例

としてデータベースのプロトタイプを作成 した。

1,2実 施概要

(1)デー タベースの設計 とプロ トタイプの作成

これ までの調査 か ら、交通事故調査データベースの構築 に汎用 のデ ータベースマネー ジ

メ ン トシステム(DBMS)が 有用であることが明 らかにな ったため、今年度 は、実際の

交通事故調査デー タを対象 と してデー タベ ースの設計を行い、エ ンジニ ア リングワー クス

テー シ ョンに実装 した。

(2)入力フ ォームの プロ トタイプの作成

入 力 され たデ ータの信頼性 は、データベースの良否を左右す る要因のひ とつであ る。本

開発研究で対象 と してい る交通事故調査データは、項 目数が500以 上 になるため、デー

タの信頼性確保 は重要な検討課題のひとつであ り、 データ入力 フォームのプ ロ トタイプの

作成 と同時 に、入 力 されたデータの妥 当性チ ェックの方法 にっいて も検討を加え た。
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(3)検索 ・集計用 ソフ トのプ ロ トタイプ作成

RDBMSを 用 いて構築 されたデータベースを検索、集計す るにはSQL(構 造問い合

わせ言語)を 用 いるが、デー タベ ース利用者 全員がSQLを マスターす ることは困難 と考

え られ るので 、利用者 の立場 を考 えた検索 ・集計用簡易言語 を開発す る必要があ る。今年

度 は単純集計や クロス集計などの最 も基本 的な検索 ・集計用 ソフ トの プロ トタイプを作成

した。

(4)出力 フ ォームのプ ロ トタイプ作成

検索 ・集計 された結果を見やす い形 で出力す ることは、 データベースを有効に活用す る

上で欠かす ことの出来ない機能 であ る。今年度 は、 クロス集計結果 を出力す るための基本

的なソフ トを開発す るとともに、検索 された事故の概要をデ ィスプ レイ上で閲覧す るため

のソフ トについて プロ トタイプを作成 した。

(5)プロ トタイプに関す る各種検討

作成 されたプ ロ トタイプを もとに、今後本格 的なデータベース システムを構築す る場合

に留意すべ き点 にっいて検討 した。

1.3実 施体制

本開発研究の 目的を達成す るため、学識経験者か ら構成 され る 「交通事故調査データベ

ースの プロ トタイプの作成委員会」を設置 し
、 その下 に当研究所 技術者 によるワーキ ング

グルー プを編成 し、上記委員会の ご指導の もとに開発研究 を実施 した。

(1)交通事 故調査 デー タベースのプ ロ トタイプの作成委員会

委員長 筑波大学電子情報工学系 教授

委 員 筑波大学電子情報工学系 助教授

運輸省交通安全公害研究所
交通安全部事故解析研究室 室長

科学警察研究所
法科学第二部機械第一研究室

勧日本損害保険協会 部長代理

株式会社アクセス 部長

藤原 譲

大保 信夫

豊福 芳典

牧下 寛

中村 邦彦

竹林 正行
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(2)ワーキ ンググループ

(財)日本 自動車研究所

ノノ

〃

ノノ

〃

研究主管

第三研究部次長

第三研究部

第三研究部

第三研究部

小野古志郎

上玉利恒夫

石山 正則

福田 亜弘

神 峰雄
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2.詳 細事故調査 とそのデータベース

2.1詳 細事故調査の概要

詳細事故調査 は、特定 の交通事故要 因にっ いて詳細 な分析 を行 い、具体的な事故防止策

および事故時の被害軽減策 を講 じることを 目的 に、ほとん どの先進諸国で実施 されて いる。

以下代表的 な詳細事故調査 として、 日本 と米 国にお ける調査例の概要 を述べ る。

(1)日本 における詳細事故調査の例

運輸省が 、働 日本 自動車研究所 に委託 して実施 してい る調査があ る。 この調査 は警察、

病院、事故 当事者、整備工場および関係諸機 関な どの協力の もとに、事故時の車両 に関す

る要因を中心 と して、乗員の傷害 を含んだ500項 目以上の調査を行 う ものである。調査

件数 は年間100～200件 程度 であ る。

調査 は、茨城県を中心に全国各地 において、調査員が 事故現場、病院 ・整備工場などに

直接赴 き、事故車両の破損程度や乗員の被害状況 などを調べ る。

収集 され たデータは種 々の観点か ら分析 され 、報告書 として とりまとめ られ公表 されて

いる。

(2)米国 における詳細事故調査の例

米国 におけ る詳細事故調査の代表 的な もの は、米国運輸省 ・道路交通安全局が実施 して

い るNASS(NationalAccidentSamplingSystem)と 呼ばれ る調査で ある。 この調査

の 目的は、① 層別サ ンプ リングされたデー タか ら、全国的な事 故の統計 的推定を行 う、②

既 存の 自動車安全基準および道路安全基準を評価す る、③交通傷害によ って被 る社会的損

失 を評価す る、④事故事例を もとに、将来策定すべ き基準の優先度を定 め る、⑤道路環境

の現状 とその推移をモニ ターす る、 とな ってお り、 この 目的を達成す るため全米 を対象 と

した調査体制 を整備 して いる。 このNASS調 査 は全米36ヵ 所 に配置 されたPSU(調

査ユニ ッ ト)と 呼 ばれ る調査チームが実施 して いる。調査デー タのサ ンプ リングは、警察

に報告 された事 故の うちか ら、①事 故に よる乗員の傷害程度、②事故被害の処理状況 、③

車種 、④破損車 両の牽引状況の4項 目に着 目 し、各項 目にっ いて分類 され たデータを コン

ピュー タに入力す ると、 プログラムに したが ってサ ンプルすべ き事故が出力 される。 この

ように して調査すべ き事故が特定 され ると、調査員 は警察か ら事故報告書 の フル コピーを

入手 し、事故の概要、車両の搬入先、傷害者の移送先 の病院などを確認す る。 さらに調査

員 は事故現場 にお ける調査、関係者への イ ンタ ビュー、事故車両 の調査 などを行い、調査

票 に記入す る。PSUで は、 さらに調査 デー タをコー ド化 し、マ イクロコンピュータに入
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力 し、電話回線 を用 いて コ ンピュータコン トラクターに転送する。 この ように して全米か

ら集 め られたデータは道路交通安全局 または外部の コンピュータ コン トラクターでデータ

ベース化 され、MTや フ ァイルの コピーなどの形で一般に有償 公開 されてお り、 さ らに コ

ンピュータ通信によ って オ ンライ ンで検索す ることもで きる。

調査件数 は極あて詳細 な調査 がほぼ5千 件/年 、詳細調査が約5万 件程度で ある。

2.2NASSの デ ー タ ベ ー ス構造

NASS調 査 の外 部 コ ンピュー タ コ ン トラ クタ ーの代 表 はUMTRI(Universityof

MichiganTransportationReseachInstitute)で あ り、 そ の デ ー タセ ンタ ー に はNAS

S事 故 調 査 以 外 に も各種 の 自動 車事 故 に関 す るデ ー タが収集 され 、 デ ー タベ ー ス化 され て

い る。 この 自動 車 事 故 に関す るデ ー タベ ース は次 の よ うな コ ンポ ー ネ ン トか ら構 成 され て

い る。

(1)デ ー タセ ッ ト:各 種 事 故 デ ー タが年 度 毎 の セ ッ トにな って お り、総 数 は500セ ッ ト以

上 で あ る。事 故 デ ー タの種 類 は、① 州 を対 象 と したデ ー タ、② 全 国 を対 象 と した デ ー タ 、

③ 詳 細 事 故調 査 デ ー タ、 に分 類 され て い る。 、

(2)コ ン ピュ ー タセ ンタ ー:ミ シガ ン大 学 の コ ン ピュー タセ ンター は、 ネ ッ トワ ー クを通 じ

て リモ ー トア クセ スが 可 能 で あ り、 簡単 に利 用 で きるよ うなオ ペ レー テ ィ ング システ ム

を 用 いて い る。 ま た、 広 範 囲 な統 計 解析 や デー タ処 理 用 の ソフ トウ ェア を用 意 して い る。

(3)ADAAS:AutomatedDataAccessandAnalysisSystemと 呼 ば れ る、 デ ー タベ ー ス

ライ ブラ リー に簡 単 な コマ ン ドで ア クセ スで き る ソフ トウ ェアを 用意 して い る。

(4)統 計解 析 ソフ ト:代 表 的 な統 計解 析 用 ソ フ トは、①SAS(StatisticalAnalysisSystem)、

②SPSS(StatisticalPackageforSocialScience)、 ③OSIRIS(Institutefor

SocialResearchProgranl)、 ④MIDAS(MichiganInteractiveDataAnalysisSystem)等

(5)ス タ ッフ:コ ンサ ル タ ン トや 実 際 の解 析委 託 に応 じる こ との で きる ス タ ッフを そ ろえ て

い る。

ミシガ ン大学の 自動車事故 データはすべて同 じデ ータ構造を もってお り、ADAASで

統一的 にハ ン ドリングで きる。各ADAASデ ータセ ッ トは次の三種類の コ ンポーネ ン ト

か ら構成 されて いる。
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(1)DATAフ ァイル:実 際の事 故データが格納 されて いる。

(2)DICTIONARYフ ァイル:デ ータファイルの情報を読 み込むための解析 プログラ

ムを用意す る。

(3)LABELフ ァイル:各 種 コー ドの内容が記述 された フ ァイル。

DATAフ ァイルは構造化 されてお らず、 フラ ッ トファイル(ま たは四角形 フ ァイル)

である。NASS調 査データのデータセ ッ トは表1-1に 示す よ うな種類が ある。

表1-1NASSデ ー タ セ ッ トの種 類

デ ー タセ ッ ト キー 件数 ノミリア ブ ノレ

Accident NASS86AC 10,218 1-33

Vehicle NASS86VH 16,919 1-33,101-220,301-355

Occupant NASS860C 26,701 1-33,101-220,301-355,401-432

OccupantOIC NASS8600 34,517 1-33,101-220,301-355,401-432,

601-615

Nonmotorist NASS86NM 1,161 1-33,101-220,301-355,401-432,

501-525

Nonmotorist

OIC

NASS86NO 3,723 1-33,101-220,301-355,401-432,

501-525,701-715

Two-Vehicle

aCC

NASS86TV 5,236 1-33,101-220,301-355,401-432,

1101-1230.1301-1355.1401-1432

バ リア ブル は次 の よ うに グル ー プ分 け され て い る。

V1-V33:事 故情 報

V101-V220:車 両1の 情 報

V301-V355:車 両1の ドラ イバ ー の情 報

V401-V432:車 両1の ドラ イバ ー一一以 外 の乗 員 の情 報

V1101-V1230:車 両2の 情 報

V1301-V1355:車 両2の ドラ イバ ー の情 報

V1401-V1432:車 両2の ドラ イバ ー以 外 の乗 員 の情 報
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Ocupantの デ ー タセ ッ トを 例 に とる と、 デ ー タは 図1-1の よ うな構 造 にな って い る。

OccupantDataset

事故1の 情報+車 両1の 情報+ド ライバー1の 情報+ド ライバー1以 外の乗 員1の 情報

事故1の 情報+車 両1の 情報+ド ライバー1の 情報+ド ライバー1以 外の乗 員2の 情報

事故1の 情報+車 両1の 情報+ド ライバー1の 情報+ド ライバー1以 外 の乗員Nの 情報

事故1の 情報+車 両2の 情報+ド ライバー2の 情報+ド ライバー2以 外の乗員1の 情報

事故1の 情報+車 両2の 情報+ド ライバー2の 情報+ド ライバー2以 外の乗員2の 情報

事故1の 情報+車 両Mの 情報+ド ライバーMの 情報+ド ライバーM以 外の乗員Lの 情報

事故nの 情報+車 両mの 情報+ド ライバーmの 情報+ド ライバーm以 外の乗員2の 情報

図1-1NASSの デ ー タ セ ッ トの構 造 例
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2.3本 開発研究で目指 している事故調査 データベースの将来像

(1)本開発研究で対象 としてい る事故調査データの特徴

⑱ 日本 自動車研究所で実施 して い る事故調査 は、事故時の車 両構造 と乗員の傷害を明 ら

かに し、自動車の安全性 向上の資料 とす ることを目的に実施 されている ことか ら、車両構

造 と乗員傷害に関連 した項 目が非常 に詳細に調査 されてい るとい った特徴があ り、調査項

目数 の点で は各国で実施 されてい る同種の調査 に比べて遜色のない もの とな ってい る。 し

か し現在実施 されて いる調査 は、年間の調査件数が100～200件 程度であ るため、統

計デー タとしての価値 は必ず しも高 くない。

このよ うに統計 データと して よ りも、詳細な事例調査 と して の特徴を もっ事故調査デー

タのデー タベ ース化 を考え る場合、統計的な解析 が一応で きるよ うに してお くことは当然

で あるが、む しろ事例調査 と しての各事故の持つ情報 をいかに して正確かっ多面的 に検索、

集計で き、 さらに各事例 を詳細 に検討す るための事故内容の閲覧などが迅速 にで きるよう

にす るか とい うことが重要であ る。 したが って、事故調査か ら得 られ た各種の情報 、つ ま

り数値 や文字化 された情報だ けでな く、事故現場の写真や見取 り図、事故車両の損傷程度

の写真、乗員の傷害 に関す る情報な ども含めたマルチメデ ィアデータベースを指向 して い

く必要 がある。

(2)本開発研究で対象 としてい る事故調査データベースの将来像

上記の ような特徴 を もった事故調査データのデー タベ ースと しては、将来的には次のよ

うな システムが想定 され る。

① マルチメデ ィアデータベ ースの指 向:数 値、文字化 され た情報だけで な く、画像情報 も

含んだマルチメデ ィアデータベースが必要であ る。画像情報 と しては、(a)事故現場 の写

真、(b)事故車両の写真、(c)事故現場 見取 り図(線 画)、(d庫 両破損前後の図面(線 画)、

(e)事故再現 シ ミュレー ション結果の各種線画情報 などがある。

②各種事故調査技術 とデータベ ースの結合:デ ータベ ースと結合すべ き事故調査技術 と し

て は、(a)事故現場等での調査 データを現場で コンピュータ入 力す るたあの技術、(b)現場

見取 り図作成の コンピュー タ化 とデー タベー ス化、(c)事故車両の損傷程度 の 自動測定技

術の開発 と結果のデータベース化、(d)事故車両の車両諸元のデー タベ ース化 と事故調査

データベースとの リンク、(e)事故車両の変形前の寸法 のデー タベース化 と事故調査 デー

タベ ースとの リンク、(f)事故再現 シ ミュ レー ション解析 と事故調査データベー スの リン
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クな どがあ り、今後の技術 開発や周辺環境の整備 に伴 って事故調査デー タベースに取 り

込んだ り、 リンクさせてい くことが必要であろ う。

③各種検索 ・集計 、分析 ・解析要求への対応:収 集 されたデー タを簡単にかっ柔軟性 を持

って検索 ・集計 し、得 られたデータを用 いて各種分析 ・解析 した り、図表化す る ことは

データベースを有効 に活用す る上で重要 な課題で ある。事故調査 データの分析 ・解析 は、

特殊 な ものを除 けば、ほぼ汎用 の統計解析パ ッケー ジで対応で きるため、検索 ・集計結

果を統計解析パ ッケー ジに リンクさせ ることで解決で きるもの と考え られ る。 ただ し、

検索 ・集計結果 や分析 ・解析結果の図表化 については、事故調査独特の書式が多 いため、

汎用 のパ ッケー ジで は部分的 に しか対応で きない と考え られることか ら、独 自に開発す

る必要が ある。

以上 のよ うな点 を考慮 した詳細事故調査データベースの将来像 と しては、図2-1に 示

す ような システムが考え られる。 しか し、 この最終的な将来像 の実現 は、周辺技術 の進展

に左右 され る部分 も多 く、必ず しも時系列的に進め られるとはかぎ らないが、技術的難易

度や対 費用効果を考慮 して一応 の開発ステ ップをまとめ ると以下の ようになる。

(1)ステ ップ1:汎 用 もしくは専用のDBMSに よる調査データのデータベース化を はか る。

この場合、データ入 力およびデータ検索 ・集計の簡易化が必要で ある。 また、次の段階

で は表計算 ソフ トや統計解析 ソフ ト、図表作成 ソフ ト、DTPソ フ トな どと リンクさせ

て い く。

(2)ステ ップ2:事 故現場見取 り図や事故車両の破損状況測定の機械化 と得 られたデータの

データベ ース化 およびDTPソ フ トとの リンク。

(3)ステ ップ3:各 種写 真情報の保存技術の安定化を まって、事故現場写真、事故車両写真

な どの保存、検索 システムを作成す る。

(4)ステ ップ4:事 故再現情報 につ いては、まず衝突の激 しさを推定す るための計算 を 自動

化 し、次 に事故状況 シ ミュ レーシ ョン結果をデー タベース化 してい く。

(5)ステ ップ5:周 辺技術の進展 にと もな って、車両諸元DBの 活用、 ノー トパ ソコ ンやハ

ンデ ィーパ ソコ ンへの事故現場でのデータ入力な どを計画 ・実施 してい く。 また、事故

調査にかかわる社会情勢や調査体制の拡充な どにと もな って、 リモー ト検索の実施 も検

討課題 とな って こよ う。
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調査一
警察における概
要調査

事故現場におけ
る事故状況調査

事故車両保管場
所における損傷程度
調査

病院における乗
員の傷害調査

＼

ノー トパ ソコ ン
・ハ ンデ ィーパ

ソ コ ンへ の 入 力

事故現場
計測用写
真撮影

'

破損車両
計測用写
真撮影

乗員傷害調
査票

各種写真
情報

＼ 1∈

事故調査
データ処理用
コ ンピュー タ

システム

＼

＼
現場見取り図
作成ソフト

車両破損状況
測定ソフト

,↓

↓

車両破損状況
保存ソフト

←
→
車両寸法
DB

現場見取 り図
線画

車両破損状況
線画

車両諸元
DB

デ ー タベ ー ス ソ フ ト 線画情報保存
・検索 ソフ ト

写真情報保存
・検索 ソフ ト

/ ＼

|モ ー ト検 索
事 故再 現 シ ミュ
レー シ ョンソ フ

ト
統合 ソフ ト∈

表計算ソフ ト1統 計解析 ソフ

1図表作成ソフ ト

↓

lDTPソ フ ト1

ト1

旦
単純集計 ・
クロス集計
な ど

散布図
ヒス トグラム
総括票

事 故状況 シ
ミュレー シ
ョン結果

統計解析結
果

写 真 ハ ー ド
コ ピー

図2-1事 故調査データベースの将来像
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3交 通事故調査 データベー スの概要設計

3.1概 要 設計 の範囲

前述の よ うに、詳細事故調査 データベースの将来像 と して は、画像(写 真、線画)を 含

ん だマルチ メデ ィアデータベースが想定 され るが、 データベ ース構築 の第一段階 と しては

2.3で 述べた開発ステ ップの くステ ップ1>か らスター トす る ことにな り、今年度 は この

ステ ップ1の うち、汎用のRDBMSに よる調査 データのデータベース化 と、デー タ入力 、

データ検索 ・集計 および検索 された事故の閲覧などの ソフ トにっ いてプロ トタイプを作成

した。

具体的な実施項 目と内容 は以下の通 りである。

(1)マンマ シンイ ンターフェイスの概要設計:数 値、文字化 された調査情報を入力 、検索、

集計、閲覧す るためのマ ンマ シンインターフェイスの概要設計を行 った。 また、データ

の信頼性 を確保す るためのデータチ ェックの方法 にっいて も検討 を加えた。

(2)データの実装:実 際の事故 データ約300件 を対象 と して、汎用のRDBMSで あ るO

RACLE(商 品名)を 用いて、エ ンジニア リングワークステー ション(EWS)の

SUN(商 品名)上 にデータを実装 した。

(3)マンマ シンイ ンターフェイスの プロ トタイプの作成:GUI(グ ラフィカル ・ユーザ ・

イ ンターフェイス)作 成 ツールであるOSF/MOTIFを 用 いて、マ ンマ シンイ ンタ

ー フェイスの うちの重要 な部分にっいて プロ トタイプを作成 した
。

(4)検索 ・集計 ソフ トの プロ トタイプの作成:事 故調査 データの利用形態 と して最 も頻度の

高い、検索 ・モニ ター ソフ トとクロス集 計 ソフ トのプロ トタイプを作成 した。

⑤ プ ロ トタイプに関す る各種検討:作 成 されたプロ トタイプを用 いて、本格的 なデータベ

ースを構築 す る上 で留意すべ き点 について各種検討を行 った
。

本章で は、 この うち(1)のマ ンマ シンイ ンターフェイスの概要設計について述べ る。

3.2マ ンマ シンイ ンターフェイスの概要設計

マ ンマ シ ンイ ンターフ ェイスの概要設計は次のよ うな前提条件の もとに実施 した。

① コ ンピュータ と して はEWSを 用 いる。

②ユーザに とって操作が容易なよ うに、 メニ ュー対話形式 とす る。

③ 今年度 は画像 ・線 画情報および集計結果な どのグラフ化 などは直接対象 とは しな い。

以下具体的 に概要設計の内容 を示す。
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3.2.1全 体構成

図3-1は 、マ ンマ シンインターフ ェイスの全体像を示 した もので、それぞれの ブロッ

クがひとつ または複数 のウィ ン ドウ(Xウ ィ ン ドウを想定)で 構成 され、それぞれ メニ ュ

ー方式で対話 しなが らデータベー スにア クセ スす る。

メ イ ン

メニ ュ

計集 条件付け

特定項目の出力

図3-1マ ンマ シンイ ンターフェイスの全体像

図3-1に 示 された各 ブロ ックはそれぞれ次の ような内容を持つ。

(1)メイ ンメニ ュー:対 象 とす るデータセ ッ トを選択 し、作業内容を定 め る。

②マニ ュアルによるデータ入力を行 う。入 力フ ォームの ウィ ン ドウ上 のイ メー ジは極力調

査票 と合わせ る。データの レンジチ ェ ックは このルーチ ンで実施 す る。

(3)デー タをデー タベー スに コ ミッ トす るの は調査票単位 とし、 その範囲での一貫性(論

理)チ ェックを、入力用 ソフ トのバ ックグラウン ドで実行す る。調査票間 にまたがるデ
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一夕につ いては、すべてのデータが整 った段階で一括 してチ ェックす る。

(4)一貫性 チェ ックで検 出されたデータエラーを修正す る。 データ入 力時 と同一 フ ォームを

使用す る。

(5)検索 はDB全 体を対象 とす る。

㈲集計 は ビューを対象 とす る(デ ータベース表の外部結合 によるソフ トウェアの複雑化 を

さけることと、集計 に用い る項 目数 はさほど多 くないため)。

(7)なるべ く調査票 イメージで入 力で きるようにす る。

(8)メニ ューに従 って絞 り込みを行 い、一件当た りの内容 を閲覧す るか、特定項 目の一 覧表

を出力す るか決定す る。

(9)ビューを対象 と して集計 をお こな う場合の条件設定。

(10)事故一件当た りの内容を閲覧す るための選択。

(11)メニ ューによって絞 り込 まれ た全事故 にっいて、指定 された項 目を出力す る(デ ィスプ

レイ上 とプ リンタ上)。

(12)集計 されたデー タを帳票 として出力す る。

⑬詳細デー タの閲覧 は入 力フ ォーム(デ ー タ修正 フォーム)と 同 じとす る。

(1Φ事故概要総括票を 自動生成 ・表示す る。,

以下、各ブロ ックについて詳細なイメー ジを示す が、内容 は必ず しも最終の仕様 にはな

って いない。

3.2.2各 ブ ロック の構 成

〔恕 麟 籍 図3-1内 のブロック番号〕

(1)メ イ ン メニ ュ ー

JARI事 故調査DB

データベースの種類

○○○事故調査DB

×××事故調査DB

△△△事故調査DB

同

一

〇〇〇事故調査DB

作 業 メニ ュー

デ ータ入 力

デ ー タチ ェ ック

デ ータ修正

検索

集計

同
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(2)デ ー タ入 力

データ入力

入力情報の種類

…翻 嚢 票

現場見取図

車両変形図

事故車両写真

回回

→

鶴
田 回

((7)デ ータ入力画面)

1

事 故.概 要 『及 び 環 境=〔' τ'事 故関係車両数(旬)不 明 台 ▲
29 30

事 故1番 号 M9 ,

&事 故関係者総数(99)不 明 人
1 2 3 4 5 6 31 32

調 査項 目コー ド A 1 1 1 9事 故 態 様z庄)事 故の第1次 原 因を示す

⑩1)巻 き込み(06)衝 突(11)転 倒.転 覆

(02)ひ きずり ⑩7)接 触(η)そ の他

(03)繰 ・過(08)火 災()

(04)は ね飛ば し(09)水 没(99)不 明

(05)倒 し(10)転 落

7 8 9 10
33 誕

1.事 故 種 別

(01)正 面 、(06)車 両対二輪車
』(02)側面(07)輌 対 自転車

㈹ 追突(08)輌 雛 儲

(侃)単 独対物(09)走 行中火災

(05)単 独対物以外(77)そ の他()

11 12

10天 候

11)峨{3}雨(51雪{9)不 明

{2}曇(41霧{6)暴 風

一
35一

2.事 故 内 容

(切 物損事故(3}死 亡事故

U)軽 傷事故{91不 明

{2}重 傷事故

亘 IL路 面

川 乾燥 〔4)積 雪

{2)湿 問(7)そ の他

{3)凍 結191不 明

一
36一

3.事 故 発 生 日時
・19曜

日コー ド

{1).日{51木

{2)月{6)金

(31火{7)土

14)水

年 月 日

12舗 装

11)ア ス フ ァル ト(4)泥

{2)コ ンク リー ト{7)そ の 他

{31砂 利 〔9}不 明

一
37

14 15 16 17 18 19 一

時 6} 曜B
.・..1P.一..

一......一..

20 21 22 23 24 一一.....■ 」

一・....1..

..........

.・....一..

=========、
■"・....一.L

.一 一....一.

工=:====='
.一 ー一......

..一 一......

一......工.

4.事 故 発 生 場 所

注)コ ー ド番号は.別 紙コー ド表に従って記入する.

都道 市区 町

府県 郡 村

38 39 40 41

1a道 路 の 種 類

川 高速自動車国道 ＼

12}自 動車専用道路

{3}一 般国道

141都 道府県道

t51市 町村道

{61私 道

{7)そ の他

(9的9)不 明

125 26

番地

路線番号

5事 故類型 6車 両の進行方向

⑥ ◎ ◎
4

2τ 28

無い堤合は(000)を 記入
ノ 高速道路 は下の(}内 に

高速道路名を記入し別紙
コー ド番号を記入のこと

r圭2、

...・...一.

'■.......

エ ニ=二 二 ニ=二

▼

一14一



(3)デー タチ ェ ック(一 貫 性 チ ェ ッ ク)

チ ェックす るデータの事故番号

を入力 して くだ さい

回 回回回

データの一貫性 チ ェ ック

事故番号

が指定されました

データチ ェック終 了

#1***************
#2***************

#3**********
#4*************

プ リ ン タ ー 出 力 ・ ・ …

回回回

→'

←

データチェ ック中です!

回巨]回▼

○ チ ェックを全てパ ス したデータは
データベースのデ ータチ ェック項 目に

日付を記入す る

○ データチ ェック項 目に 日付が入 って
いるデータは上記 チ ェックを行わな い

一15一



(4)デ ー タ修正

データ修正

修正するデータの
事故番号を入力して
下さい

M88110

→

匝]回回回

擁
……溢 ・・回 匝]… ・・

●

●

口[】[]・ …

画回回

((7)デ ータ修正画面)

事
9」

「

.し

層 故.概 要 で及 び'環.境 三

事 故'番 号 M9

調査項 目コー ド A

4

1

1.事 故 種 別

(Ol)正 面
'(02)側 面

(03)B突

(倒)単 独対物

(05)単 独対物以外

.(06)車 両対二輪車
(07)EMSt自 転車

(08)車 両対歩行者

(09)走 行中火災

C77)そ の他(

1

1

6

1

)

2.事 故 内 容

ω}物 損事故

(1}軽 傷事故

{2j重 傷事故

(3)死 〔=$故

tgJ不 明

時日生発故事3

本

金

土

5

6

7

ドーコ8

日

月

火

水

曜

L

ー

ー

ー

1

2

3

4

年

19

時

日

4.事 故 発 生 場 所

注)コ ー ド番号は.別 紙 コー ド表に従 って記入す る.

都道 市区 町 番地

府県 郡'村

4

2

5.事 故類 型

27 28

6車 両の進行方向

◎ ◎ ⑦

τ ・事故 関係車両 数(99)不 明 台

29 、30

&事 故関係者総 数(田)不 明 人
, 訓 32
.

a事 故 態 様..,注)事 故の第1次 原因を示す

(01)巻 き込み(06》 衝突(ID転 倒.転 覆
33 ぷ

(02)ひ きず り(07)接 触(77)そ の他

(03)但 ・逼(08)火 災()

(04)は ね飛ば し(09)水 段(旬)不 明

(05)倒 し(10)転1客

10天 候
－

U膓 碩{3)雨 〔5}雪{9}不 明 上
(2}●{4,霧16,暴 風

1L路 面
－

m乾 恨{41積 雪 』
{2)湿 潤{71そ の他

{3)凍 結191不 明

－L
l11ア ス フ ァル ト{41泥

(21コ ン ク リー ト17)そ の 他

{31砂 利191不 明

1a道 路の種類

閲 39 40 41
11,高 速自動車国道 、
⊂2)自 動車専用道路 ↑

⊂31一 般国道

(415道 府県道

15}市 町村道 路線番号 ・

{6}私 通 無い場合は((罰o)を 記入

t71そ の他! 高速道路は下の{1内 κ

高速道路名を紀入し別紙

(田99)不 明 コー ド番号を記入のこと

(ミ3)

▲

▼

一16一



⑤検索

((8)絞 り込み)

*1

検索条件の設定

・条件数 回

一 V102 一 〈=5

一 NOLIKE'M.. V333
一 BETWEEN 1 AND 8

一 V12H 一 =7

:

●

一 一

一 VNOBETWEEN ● ●

一 一

FlleName・******** 画[画 回回回
*基 本的にはSQLの 論理文がすべて利用できる

一17一



*2

ファイルの使用

検索結果の利用法

事故内容閲覧 特定項目出力

検索用 ファイル一覧

KENSAKU-1

KENSAKU乏ii

KENSAKU-3

KENSAKU-4

▲

▼

1検 索 フ ・イル ・KENSA冊

一 V102 一 <=5

一 NO LIKE'M.. V333 一 BETWEEN 1 AND 8

一 V121-1 一 =7

:

■

一 一

一 VNO BETWEEN ● ●

一 一

NewFIleName**** @][画 回回回
*3

SQL入 力
1

SQL文 を入力 して下さい

SELECTACCNO,VEHNO,V1,V2
V3V4,V5,V6,V7

▲

FROMACC-FILE

WHEREVIOO=10
ANDVIO1=3

0RDERBY......,

ACCNOVEHNO

881001

881002
890251

890261

田口

-

一

〇

に
U

【
U

C
U

V

－

Q
U
-
▲
9
ム
4

V2V3V4V5V6

1231ABC23111

1134ABD32132

282BBF56116

935RRE82782

一18一



(11)特定項 目の出力

モニター項 目

・MOTFVO3A111

・潮oホ鯉03靱t'

・MOTFVO3V _42

・MOTFVO3V _43

・MOTFVO3V _44

・MOTFVO3V _.46

・MOTFVO3V _47

回回回

MOTFVO3V_41

v…事i故番 号

・車両番号

謬 轍 発垂 目i貰
・事故発生場所

・事故類型(1)

・事故類型(2)

↓

事 故 番 号1日 時1乗 員 傷 害[
一 一 ー 一 十 一 ー 一 一+一 一 ー 一 十 一 一 一 ー 一 －

M88012188-9-11
M88014188-10-71
M88024188-11-121
M88100188-12-231
M88102
M89024
M89028
M89045

軽傷
重症
軽傷
死亡

一19一



⑩閲覧

閲覧 内容'

事故番号

洞鶏8 纐2

閲覧内容

詳細 データ

概要総括票

●

●

回回

↓

(調査票選択 メニ ュー経由)

a3詳 細デー タ

1=ぶ1事.故.概`要:・ 及 び 環.境.二

車 紋'番 号 M9

漠査項Pコ ード A1

1.事 故種別

⑩1)正面
《02)恒面
(03)追突
(04)●剴 簡
(es)●枝対物以外

.(0⑤車両対二口臨
御)車 両対自転車
(08)皐頁砂 舗
(09)走行Φ大貝
㎝ そのs《

1 1

)

2事 故内容

《o,句損5故
《1,軽信■敏
12,貢 個事tt

《3`死 亡 ●故

19,不 明

時

末
全
土

B

51
酎
"

生

r
ー
`
ー

空事

㌣

月
‡

1
2
3
4

3 '
Q

∨

1

婿

θ

4.事 齪 生場所

庄)コード番号は.馴廷⊃一ド茜に口って2人す6.

臼 市区 町 ●■
野鼠 .9村

s事 故鼠型 fi1車 両の進行方向

τ'事 故関係車両鼓(鋤 不明

8事 故国保若鶴数 (9)不 明

E事 故態磁

(ODO◆ 込み
《②o◆ ずり
《03)口 ・過
⑩4)ロ ね飛ばし
但し

,庄)■ 敏OSIec原 因を示す

〔05)衡実(")転 倒.転出
⑩n侃 順 行η その蝕

[器;慧2.)よ 明)
(10}転 塔

古

人

、

ta天 候

Ili●t3)爾1～'●{9}不 明

`2}● ω ■161田 田

Tt.路 面

"1乾 恒

t21田 口

llハ 直 結

▲

1引 叙 官

1TIモ の●

1引 写 哺

12舗 装

(1,γ ス7,パ 川 尾

口,】 ン'¶ 一`171モ の亀

`3,u詞191不 晴

t3

1`
t2
13
"
t5
15
t7

醐 の種 題

高這白■埴田亘
o■5■ 用迫間
一般田■

5己府臼逼
市町目遣
u
モの飽

``工 間色を5こ入し馴国玉
▼

⑭概要総括票

事 故 概 要 総 括 票

事故番号 101 事 故 発 生 日時 平成2年 08時11分

事故種別

発生場所

単独対物 金 被 害
死亡

0人

茨 城 県

重傷

0人

軽 傷

2人

物損額合計

30万 円

天 候
晴 ・曇 ・㊥ ・π

官 ・暴風

路 線 高速自動車国道

自動車登録番号又は車両番号

種別 ・型状 ・初度丑日(届 出}年

草 名 ・ 型 式 ・ 通 称 名

草 体 前 方 形 状

真 東 貝(定 員)

実 積 載 量(最大積日量)

事故時 の飽 田量(空車且且)

速 度 　● 限

直 前 速 度 ・ 衝 突 速 度

路面 乾 ・ ・凍結 ・積雪

関係車A

小型'乗 用'57・ 年

,

ボンネ ット

2人( 5人)

Okg( －kg)

810kg( 700kg)

80km/h

85km/h.50km/h

バ リ ア 換 算 速 度 ・

潰 れ 体 積

20km/h

O.CBsm・

舗{吏 無'(ア スファルト)

関係車B

年

人( 人}

kg( kg)

kg( kg)

km/h

km/h・ km/h

km/h

㎡

事故発生地区 高速自動車国道

車両 以外C

.

.

・

■

■

■

■

●

●

●

■

■

●

●

●

●

●

■

●

■

●

■

■

事 故 現 場 、貝

■ ■ ● ● ◆ ● ●

一
14.2m

運転者

▲

厚面変形分 類コー ド(CDC)

次 期 点 検 塾 側 年 月

破 損 程 度 ・損傷(修 理)金額

厚 面 賢 形主 部 位の 状 況

騰 ご:塁綱

乗 車o(運 転麹③

10FDEWI

年 月 ・表 示 無 ・ ・

全面大破 ・ 全損10万 円

・凹to

・三[〔エヨ

侵入』tト ーボー ド3

前 席

左

o

中 有

◎

後 席

左 ・ 中 有

年 月 ・表示無 ・不明

万周

前 庸

主 中 有

後 席

左 中 右

● ● ● ■ ■ ■

1注1-一

直路旬.伯 母.

関係車(者}A

関係皐{者)B

険

ざ

危

と

1

事
(人)

A車 運転者の5 ▼
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(6)集計

((9)条 件づ け)

*1

GUI入 力
1

集計条件の設定

外的条件の設定

集計条件の設定

外的条件の設定
1

一 項 目1-ACCNOLIKE'M90%
1

一 項 目2-VIBETWEEN1州D29

一 項 目3-V2・1

集計条件の設定

X項 目 Y項 目

項目1 V40=20一

一

－V40ニ30

項目2 V40=40

－V40>=50

一 項 目3

Fll・N・m・ ・****回 回

回回同

一21一



*2

ファイルの使用

集計用 ファイルの一覧

SHUUKEI-1
::

SHUUKEI-3

SHUUKEI-4

集 計 フ ァイル:SHUUKEI-2

X項 目

項 目1

項目i

V111ニ3

V223〈=30

V10111N(..

V301ニ4

V440=40

Y項 目

一 項目1 V40=20

一
V40ニ30

一 項目2 V40ニ40

一 V40>=50

一 項目3

回回回

N・wFil・N・m・****□ 同

一22一



3.3デ ータの妥当性 チェ ックに関する検討

入力 され たデー タの信頼性 は、デー タベースの良否を左右す る要因の ひとっであ る。本

調査研究で対象 と してい る交通事故調査デー タは、項 目数が500以 上 にな るため、デー

ー夕の信頼性確保 は重要 な課題である
。データの妥 当性の チェ ックはデー タの レンジチ ェ

ックと一貫性 チ ェックの二種類に大別で きる。

本節では、 このデ ータの妥当性 チェ ックにっいて、考え方 と実施方法 の検討結果 につ い

て述べ るが、本年 度の プロ トタイプの作成段階で は、各 コンポーネ ン トが必ず しも相互 に

リンク して いないため具体 的なプログラ ミングは実施 していな い。

データの レンジチ ェ ックは、各調査項 目のデー タがあ らか じめ規定 された範 囲内にあ る

か どうかをチ ェックす る もので、調査時の記入 ミスとデータ入 力時の ミスを防止す るため

に行 う。 この レンジチ ェックは、データ入力時に実施 され るもので、主 にデータベ ースマ

ネージメン トシステムの機能 を使用す る。

データの一貫性チ ェ ックは、調査項 目間の論理的な ミスを検 出す るものであ る。調 査場

所 は、警察、事 故現場、事故車両格納場所、病院および事務所 と多岐 にわた り、調査票 へ

の記入 も時間的に前後す るため、項 目間で論理的に矛盾 した結果 とな って も調査員が気付

かない場合が ある。デ ータの一貫性チ ェックはこの論理的な矛盾 をチ ェ ック し、調査員 に

対 してデータの修正を要 求す るものであ り、調査後あ まり時 間が経過 しない時点で実施す

ることが望 ま しい。

データの一貫性 チ ェックはさ らに大 き くわけて、必要 な調査票がすべてそろ ってい るか

どうかのチ ェ ック(カ ー ドチェ ック)と 、調査項 目間で論理的な矛盾がな いかど うかのチ

ェック(狭 義 の一貫性チ ェ ック)が あ る。

図3-2は 、 カー ドチ ェ ックの概略を示 した もので、 この図 にみ られ るよ うに、 カー ド

チ ェ ックはすべてのデー タが入力 された後でのみ実施可能であ る。

狭義 の一貫性チ ェ ックは、*ペ ー ジ以降に示す ような内容 について、各データベース表

の該 当す る項 目を検索 して チェ ックす ることにな る。本報告書では、A111票 の事故種

別 の判定の部分 だけを詳細 に示 して いるが、その他の項 目について も事故種別の判定 と同

様 に、ある調査項 目の内容に応 じて他の調査項 目はか くあ るべ しといった判定を実施 して

い く。 ここに示 した項 目以外 に も、 さらに多数の項 目間の整合性の判定が考え られ、 どの

程度 まで実施す るかは今後十分に検討す る必要があ る。
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カー ドチ ェック

事故番号入 力

A111票 が
あるか?

No

事故種別
対二輪車か?

Yes

関係車両数情報
a台

二輪車票は
あるか?

No

エ ラ ー

v49～v50票

車両票が台数分
あるか?

No

エ ラ ー

v41～v48票

エ ラ ー

41
1

49
票

の
内
容

に
応
じ

て
有
無

の
確
認

No

前面ガラス情報の有無V51票 エ ラー

フー ド情報の有無 V52票 エ ラ ー

ステア リング情報の有無V53票 エラー

ドア情報の有無 V54票

V55票

エ ラ ー

車両形状情報の有無

V56票

V57票

エ ラー

タイヤ情報の有無

V58票

エ ラー

車両火災情報の有無 エ ラー

年少者用補助装置の有無P票 エラー

、 '

1 lllL二 二__」

関係者総数情報
x名

乗員歩行者票が
人数分あるか?

/ ＼〉 エ ラ ー/

No

w

1票

1

傷害数分の
傷害票接
触票があるか?

.エ ラ ー

0票

1

図3-2カ ー ドチ ェ ックの フ ロー

カー ドチ ェ ッ

ク終 了

一24一



A111票 の チ ェ ック

(1遅 離 別の判定 A

面衝突

1面衝突

追突?

独対物

独
対物以外?

この項終了

事故類型(1)は?
1

2
5
6

7
9

1
2

2

2
2
2

2
2

3
3

正面追越追抜時
正面のその他
出合い頭追越追抜時

転回時
進路変更時
左折時
右折時

面正

?
折
折

両
頭
頭
頭
頭
触

は
左
右

車
い
い
い
い
接

②
向
向
面
草
合
合
合
金
向

型
対
対
正
駐
出
出
出
出
対

類故
05

11

13

15

23

24

25

27

31

事

事故態様は?
06:衝 突
07:接 触

上記以外 エラー

◎
寺

寺
寺日日日?頭抜憂いはい追時時変違時

時他ω合越回退路れ折折
の型出遣転後進す左右そ

面側?折折両

触は右右車接②進向車面向型並対駐側対
9
・は

実敵糠働接態・故06
07事

ー

1

一
‥工外以記上

類故

25

26

27

28

29

30

31

32

33事

類
・故01

1

12

16

18

-

31事

1

甲
事故類 型(1)は?
23:追 突進行 中
24:駐 車 車両追突
26:追 越 追抜時

33:そ の他

事故類型(2)は?

}}:籠 輌 追突

事故態様は?
06:衝 突

07:接 触

1

国 記以外エラー1

D

事故類型(1)は?
1
2
3
4
6
7
0
1
2

4
4
4
4
4
4
5
5
5

鱗盆
離帯安全島
護棚等橋
梁、橋脚
その他
駐車車両衝突
転倒
その他

事故態様は?
06:衝 突
07:接 触

⑤
事故類型(1)は?
48:転 落
49:そ の他

51:転 倒

52:そ の他

事故態様は?
09:水 没

{1:鞠
1

国 記以外エラヨ

上記以外 エラー
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以下、記述を簡略化す る。

(2) 道路の種類の判定

Vl3の 読み込 み

高速自動車道?

自動車専用道?

一般国道?

都道府県道?
町村道?

この項終了

Y

Y

A

B

(3) 路面の判定

チ ェ ッ ク項 目口
中央分離帯及び施設

惨 故発生地区

事故発生道路形状

道路防護施設

その他安全施設

チ ェ ック項 目

困
随
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(4) 時刻の判定

V _41票 の チ ェ ック

(1)11タ イプ名の判sgl

タイプ

タイプ2

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ6

タイプ

タイプ8

その他

この項終了

チェ ック項 目

道路照明

チ ェ ッ ク項 目

自動車の種類

極 前方形状

陣 体形状

定員

IV42票 空軽 量

V42票 最大積載量
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(2)ICDCの 判定1

V116-2の3文 宇 目

F:印

R:右

L:

B:

チ ェ ッ ク項 目

⇒

ー

㎏

1

チ ェ ッ ク項 目

CDC1次 の衝突方向

1
CDC1次 の外面破損部位

7

CDC最 竺 嫉 方向

lCDC駄 の緬 鵬 部位

惨 突方向

潰れ体積(1次)

潰れ体積(最 大)

破損程度

lV・・票 バ ンパー鵬 程郵

V43票 ドアの開閉可否

V43票 ドア破損程度

lV44票 庭 内潰れ状況
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V _45票 の チ ェッ ク

(1)事 故の特徴の判司

前面
窓 ガラスによる
宝

チ ェ ック項 目

声 窓ガラスの損傷

V42票 窓ガラス割れ原因

L－ 票 乗車位置

i・一一漂 受傷部位

年少者
用補助乗車装置

チ ェ ック項 目

V44票 シー トベ ル ト装 備

P-.一票 取 付座 席 位 置

ステア
リングに よる傷害
の判

チ ェ ッ ク項 目

V44票 ホイール コラム破損

V44票 コラプシブルステア
リングの動作

V44票 車室内への コラムの
突出

V44票 変形 ・破損原因

1_.票 乗車位置

0..一票 傷 害 部位
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V174.5の 読 み込み

シー ト
バ ックの変 形の有A

無
この項終了

1 ___票 のチ ェック

(1)全 傷害数の判定

V508の 読 み込み

00、99以 この項終了

V501の 読 み込み

運転席A

手席等B

員の
膝の上C

この項終了

チ ェック項 目

ソ
のぶ㍍疏

シ

ツ
顎

形

U
ク
変

P.一一票 変 形 、破 損 原 因

チェ ック項 目

国
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4.交 通事故調査データベースのプ ロ トタイプ作成

4.1ス キーマの設計 と実装

本開発研 究で対象 とした事故調査 は長年 にわた って実施 されて いるため、調査票が過去

4回 改正 されて いる。今回直接対象 と した調査票 は、昭和63年 ～平成2年 にかけて使用

された ものである(バ ージ ョン3)。 スキーマの設計は次の よ うな検討結果を もとに実施

した。

(1)データベ ース表 は、 ほぼ調査票 ごとに分割す る。調査票 は完全 に リレーシ ョナルな関係

ではないが、各種作業にお けるエラーの発生を防止す るには調査票 と1対1で 対応 して

いるほ うがよい。

(2)データベース表の名称 はMOTFVO3口 口□ とす る。□の部分が表によ って変わる。

(3)表の各項 目名には最初 にVを っ け、次に項 目ナ ンバーを入れ る。項 目名 は全表を通 じて

ユニー クとす る。

(4)キー項 目は次の5種 類 とす る。

事故番号

車両番号

乗員番号

傷害番号

座席番号

ACCNO

VEHNO

OCCNO

INJNO

SEATNO

6文 字

整数2桁

整数2桁

整数2桁

整数2桁

以上 の検討結果 か ら、データベース表 と して表4-1に 示す22枚 の表をEWS上 に作

成 し、事故約300件 分のデータを実装 した。使用 したRDBMSはORACLEで あ り、

実装 したEWSはSUNで あ る。

なお、付録Aに 各表 の詳細な内容 を示す。
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表4-1デ ー タ ベ ー ス表

表の名称 表の内容 バ リアブル(除 キー項 目)

MOTFVO3A111 事故概要及び環境 V1～V25.5,38項 目

MOTFVO3V-41 事故車両及び運転者関係 VO1～V118.3,25項 目

MOTFVO3V-42 事故車両及び運転者関係 V119～V131.8,39項 目

MOTFVO3V-43 事故車両及び運転者関係 V132.141.3,48項 目

MOTFVO3V.44 事故車両及び運転者関係 V142.1～Vl59.7,55項 目

MOTFVO3V-45 事故車両及び運転者関係 V160」 ～V174.21,46項 目

MOTFVO3V-46 事故車両及び運転者関係 V175～V176.10,21項 目

MOTFVO3V-47 事故車両及び運転者関係 V178.1～V178.25,25項 目

MOTFVO3V-48 事故車両及び運転者関係 V179.1～V179.25,25項 目

MOTFVO3V-49 二輪車及び乗員の概要 V202.1～V233.1,48項 目

MOTFVO3V-50 二輪車及び乗員の情報 V234.1～V255,50項 目

MOTFVO31-一 一 乗員 ・歩行者等の情報 V501～V535,38項 目

MOTFVO30-一 一 乗員 ・歩行者等の傷害接触関係 V601～V640,45項 目

MOTFVO3P-一 一 シー ト、年少者用補助乗車装置 V1001.1～V1017,31項 目

MOTFVO3V-51 前面窓ガラス V1101～Vl105.15,19項 目

MOTFVO3V-52 フ ー ド V1201～V1209.2,10項 目

MOTFVO3V-53 ステア リング V1301～V1310,21項 目

MOTFVO3V-54 ドア V1401」 ～V1406.2,23項 目

MOTFVO3V-55 キ ャブオーバ型車 V1501.1～V1512.6,30項 目

MOTFVO3V-56 タイヤ関係1 V1601-1～V1606」0,60項 目

MOTFVO3V-57 タイヤ関係n V1701.～V1704」0,40項 目

MOTFVO3V.58 車両火災 V1801～V1830.2,45項 目
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4.2マ ンマシンイ ンターフェイ スのプ ロ トタイプの作成

3.2.3で 述べた各種 の ウィン ドウの中で、最 も複雑 なプログラ ミングを必要 とす るのは、

データ入力用の画面 と事故概要総括票 の出力画面であろう。 データ入力用画面 は、データ

修正 やデータの閲覧に も使用す るため、 とりわけ重要 な役割 をはたす。今年度 は、マ ンマ

シンイ ンターフェイスのプ ロ トタイプ として、デー タ入力画面の内、事故概要お よび環境

を入 力す るためのA111票 と、事故概要総括票の出力画面 を作成 した。

画面作成用 ツールは、将来の移植性 を考慮 してOSF/MOTIF(ASCII社 製、

OpenWare/MotifVersion1.3)を 用 いた。

なお、本報告書で示 したMOTIF画 面は、 ポス トスク リプ トを利用 したダンプ出力で

あるため、ボーダ と呼 ばれ る縁取 りが 出力 されてお らず、太線で代用 して いる。

(1)入力用 フォームの作成

図4-2は 実際 に使用 してい る調査票の一部であ り、データ入力用画面 も基本 的には こ

の調査票 にな るべ く近 いイメー ジを持つよ うに した。図4-3(1)と 図4-3(2)が 実 際に作

成 したデー タ入力画面で あるが、各調査項 目の中で選択枝 の少ない ものについては、画面

上 に記載 されてお り、 その部分 をマ ウスでク リックす ることによ りデ一夕入力が可能 なよ

うにな ってい る。 また、各入力域 はタブとシフ ト+タ ブで順次切 り換 え、入力可能表示の

あ る時はキーボー ドか らのデータ入力 も出来 る。Alll票 は図4-3(1)と 図4-3(2)に

示すよ うに、 ウイ ン ドウの右端 にあるスクロールバーで上下 に移動 で き、任意の場所を選

んでデータ入力がで きるようにな ってい る。 この よ うに して入力 されたデータは、 ウイ ン

ドウの左上端 にあ る 「命令」部分 を クリック して メニ ューを出 し、書 き込み命令 を選択す

るとデータベ ース上 に コ ミッ トされ る。

この画面 は、データ修正 時 とデータ閲覧時に も、データの入出力関係を若干変更 して使

用す る。 データ修正 時 は、事故番号だけを入力 し、左上端の 「命令 」部分を クリックして

メニ ューを出 し、読 み込 み命令を選択す ることでデータベ ースか ら該 当す る事故内容が読

みだ され、各入力域 にデー タが表示 されるので、調査票 と比較 しなが らデータを修正 し、

修正が終了 した時点 でデー タ入力 と同 じ操作でデータをデータベ ース上に コ ミッ トす る。

付録Bに このA111票 に関す るプログラムを示す。

一33一



事 故 概 要 及 び 環 境 7'事 故 関係車両数(99)不 明 台
29 30

事 故 番 号M 9 &事 故 関係者総数(99)不 明 人
1 2 3 4 5 6 31 32

調査項目コー ド A 1 1 1 9事 故 態 様 注)事 故の第1次 原 因 を示 す

(01)巻 き込み(06)衝 突(11)転 倒,転 覆

(02)ひ きず り(07)接 触(77)そ の他

(03)蝶 過(08)火 災()

(04)は ね飛ば し(09)水 没(99)不 明

(05)倒 し(10)転 落

7 8 9 10
33 誕

1.事 故 種 別

(01)正 面(06)車 両対二輪 車

(02)側 面(07)車 両対 自転車

(03)追 突(08)車 両対歩行者

(04)単 独対物(09)走 行 中火災

(05)単 独対物以外(77)そ の他()

11 12

1α 天 候

{1)晴{3}雨(5}雪{9)不 明

(2)曇{4)霧{6}暴 風

35一

2.事 故 内 容

{ω 物損 事故(3}死 亡事故

{1)軽 傷 事故(91不 明

{2}重 傷 事故

11.路 面

{1}乾 燥{4}積 雪

{2)湿 潤{の その他

{3)凍 結{91不 明

一
13

36

3.事 故 発 生 日 時

曜 日コ_ド19

{1)日{5}木

{2}月 ㈲ 金

13[火{7)土

{4)水

年 月 日

12舗 装

111ア ス フ ァル ト{4)泥

{2}コ ンク リー ト{7)そ の 他

{3)砂 利{9)不 明

37
14 15 16 17 18 19

時 分 曜 日

1a道 路 の 種 類

{11高 速 自動車国道 ＼

{2〕 自動車専用道路

20 21 22 23 24

4.事 故 発 生 場 所

注)コ ー ド番号は,別 紙 コー ド表に従 って記入す る。

都道 市区 町

府 県 郡 村

38 39 40 41

25 26

13)一 般 国道

{4)都 道 府県道

{51市 町村道

{6)私 道

{7)そ の他 ノ

(9999)不 明

↑

番地

路線番号

5事 故類型 6車 両 の 進 行 方 向

⑥ ③ ⑦

② ④

⑤ ① ⑥

A車 の進行方 向を基準 と して

記載す る。

〔例〕A車 直進,B車 右 折の

場 合

A車 ① → ③

B車 ③ → ②

A車 →

B車 →

C車

※ 調査 後V_45票

の58.59カ ラムに記入

0→0車 両相互以外

9→9不 明

27 28

無い場合は(000)を 記入

高速道路は下のO内 に

高速道路名を記入し別紙
コード番号を記入のこと

(÷;)
事 故 類 型

14.中 央 分 離 区 分 及 び 施 設
注)2つ まで記入

{0}区 分 な し(道 路 以外の事故を含む)

{1)中 央 線(ペ イ ント)(6}グ リーンベル ト(植 込み)

{2}ガ ー ドレール{7}縁 石仕切

{3)ガ ー ドロープ{別 上下線完全分離

(4)ガ ードフェンス,パ イプ(高 速道路等)

(5)チ ャタパ ー等{引 不明

人

対

車
・

両

対 面 通 行 中 01

背 面 通 行 中 02 42 43

横

断
中

横 断 歩 道 03

横断歩道付近 04

横断歩道橋付近 05

そ の 他 06

路 上 遊 戯 中 07

路 上 作 業 中 08

路 上 停 止 中 09
15事 故 発 生 地 区

{U商 工業地域

{21住 宅地域

{3}郊 外,

{4}丘 陵地帯(山 間都寺を含む)

{5)高 速 自動車国道

(6}自 動車専 用道路

(但 し,自 転車,歩 行 者が 侵入 できな い道 路)

{の その他

{9}不 明

そ の 他 10

車

両

相

互

.

正 面 衝 突 21 44

追

突

進 行 中 22
一

そ の 他 23

出 合 頭 24

追 越 追 抜 時 25

す れ 違 い 時 26

そ の 他 27

車

両

単

独

.

工

作

物

電 柱 31

標 識 32

分離帯安全島 33

防 護 柵 等 34
特記事項家 屋 ・ 塀 35

橋 梁 ・ 橋 脚 36

そ の 他 37

駐車車両運転者不在 38

路逸

外脱

転 落 39'

そ の 他 40

転 倒 41

そ の 他 42
.

踏 切 51

図4-2調 査票 の例(A111票)
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ー

ω
O

ー

命 令 編 集 ヘ ルプ

事 故 翻[==コ

1・事 故 類 別[=]

坦・燃 口

・)アスファルト匝 豆===コ

(2)コンクリート[嚇 こ==]

(3)砂 利

13,道 路の種類

画
口口

(05)単独対物以外[嚇 〔==]

2.事 故 内 容 口

(1)高 速自動車田

(2)そ の他の自動車#用 道路

(3)一 般国選 一 睡=口
(0)物損事故(3)死 亡事

唖]晒=コ
(2)重傷事故

・・事期 生日時[]]コ

唖[西 回圃唖 ⑭⑭ 晒

・4・岨 ・幅員 口

(蜘駐車騨[垂=コ
"撒 口
囲
帥 蝋 オ酪及蹴 口 口
(0)区 分なし(道 路以外の事故を含む)(5)チ タバー神

(1)中 央線(ペ イ ント) (6)グ リー ンベル ト(植 え込み)

4.事 故 発 生 場 所

5.事 故 類 型(1)

8.事 故 類 型(2)

7.事 故関係車両数

8,事 故関係者胡散

9.事 故 態 橡

(2)ガ ー■ドレ一一ル 一
目

管

(3)ガ ー ドロー プ

日

(4)ガ ー ドフェンス、パイプ

… 事槻幽 口

一
(1)ア パー ト・工場 ・商業地帯(5)高 速自動車道路

(2)都会の住宅地(一 建地区)(6)そ の他の自動車専用道路

(3)まはrらな住宅地域

(Ot)巻 き込み

一
唖==コ(1i)転 倒、転覆

(4)郊 外(野 原、 山道)

坦・繊 鋼 蹴 口

一
(02)ひ きす り

匝西 〔コ匝亜=コ 匝=コ
(04)は ね飛ば し(09)水 没

一
画 匹==コ匝=コ

(2)i触 点, 一
(3)交差点付近(

図4-3(1)A111票 データの入力用画面(上 部)



ー

ω
O

ー

命 令 編 集 ヘルプ

・・ 天 候 口 四・鵡 蹴 口 口

k・)晴ll(3)雨1[亟=](9)不 明ll(。)な しll(4)縁 石仕切1

匝=コk4)露1[工 」1ω ガードレールlkη その他l

u路 面 口1② ガードロ}プll⑨ 珊l

l(3)ガ ードフェンス、パ イプll(1)】吃燥ll(3)凍勅Ilmその他1

醒]ω 積官lk9)不 明1

… そ・他⊇ 口 口

1(o)な し11(3)デ リニエ一夕l

l(1)カ ーブ ミラーll(4)予 告信号l

k2)回 転灯ll(99)不 明1

・は 界 口

1(1)100未 満ll④100動 以上l

k2)50ρ 未 満ll(9)不 明l

l③100n未 測

処錨鯛 口
1(0)夜 間(照 明類 なし)ll(8)昼 間1'

1(1)夜 間(自 動車用道路照明)Il(9)不 明l

k2)夜 間(広 告灯、店照明、街灯)1

田.緬 獣 類ll

24.事故推定最大繍被害額ll

口
25.1,傷 唱堵 その他(死 亡者数)

-
25.2.儲 者その他(重 傷者数) -
25.3,傷 害者その他(軽 傷者数) -
25.4.傭 者その他(無 傷者数) -
25・5.傷 害者その他(暑 コー ド) 一

`

図4-3(2)A111票 データ'の入力用画面(下 部)



(2)出力 用フ ォームの作成

事故 の内容 を全般 的に把握す るのに、事故概要総括票が使用 され る。図4-4は 実際 に

使用 されている事故概要総括票の例であ るが、 この ような情報 を グラフィックス画面で閲

覧 し、必要 に応 じてプ リン トアウ トす るよ うな システムが望 ま しい。図4-5～ 図 一7は

作成 したプ ロ トタイプであ る。データの閲覧 は、 まず図4-5に 示す ようなウイ ン ドウが

表示 され、 この中の詳細 データを選択す ると、図4-6(1)、 図4-6(2)に 示す よ うな詳細

なデータが表示 され る。 また、 ここで概要総括票を選択す ると、図4-7(1)～ 図4-7(4)

に示す よ うな概要総括票が表示 され る。 これ らの表示 された ウイ ン ドウはそれぞれ縦 と横

のス クロールが可能 なよ うにな ってお り、各票の任 意の部分を選択 して閲覧す ることがで

きる。 また、図4-8に 示す ように表示内容選択画面 と事故概要総括票 および詳細 デーーーー夕

を同時 にスク リー ンに表示す ること もできるため、事故概 要総括票 を見て、その事故 の詳

細 データを閲覧す る こと もで きる。

図4-5デ ータ閲覧用選択画面

一37一
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事 故 概 要 総 括 票

事故番号 101 事 故 発生 日時 平成2年 08時11分

事故種別

発生場所

単独対物 全 被 害
死 亡

0人

茨 城 県

重傷

0人

軽 傷

2人

物損額合計

30万 円

天 候
日青 ・曇 ・⑳ ・霜

雪 ・暴風

路 線 高速自動車国道

自動車登録番号又は車両番号

種別・型状 ・初度登録(届 出)年

草 名 ・ 型 式 ・ 通 称 名

車 体 前 方 形 状

実 乗 貝(宝 貝}

実 積 載 量(最大禎敏量)

事故時 の総重 量(空車重量)

速 度 　制 限

直 前 速 度 ・ 衝 突 速 度

パe)ア 換 算 速 度

潰 れ 体 責}

車両変形分類 コー ド(CDC}

次 期 点 検 整 備 年 月

破 損 程 度 ・損 傷(修 理)金額

車 両 変 形主 部 位 の状 況

難 驚塁⇒

乗

員

運

転

者

乗 車 ○(運 転者◎)

年 齢(歳)

性 別(男 ・ 女)

傷 害(死 ・傷 ・無)

シー}ベ ルト(着 用}・ 非着X}

ヘ ッ ドレ ス ト(○ ・X)

事 故 直 前 の 行 動

相 手 の 認 知

事 故 回 避 操 作

心 身 条 件

免 許 取 得 年 月

平均1カ 月走行距離

路 面 乾 ・ ・凍結 ・横雪

関係車A

小 型'乗 用'57・ 年

ボ ンネット

2人( 5人)

Okg( －kg)

810kg(700kg)

80km/h

85km/h・50krn/h

20km/h

O.085m・

10FDEW1

年 月 ・表 示 無 ・ ・

全面大破 ・ 全損10万 円

・凹】O

l5頓=弓

侵入量 トーボー ド3

前 席

左

○

19

女

傷

X

○

中 有

◎

28

男

傷

x

○

後 席

左 中 右

右進路変更

ハ ンドリング

良

53年 3月

不明km

舗 装 無'(ア スファルト)

関係 車B

年

人( 人)

kg〔 kg}

kg( kg)

km/h

km/h・ km/h

km/h

m'

年 月 ・表示無 ・不明

万円

前 席

左 中 右

後 席

左 中 右

年 月

km

事故発生地区 高速自動車国道

車両以外C

●

●

●

■

●

●

■

●

●

●

■

事 故 現 場 見 取 図'
■
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・

.

●
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■

●

■

.14 .2m

±

・

注

●

●

●

■

■

■

●

■

●

■

●

/
⑯や笹

⑩フ ー(我/

・＼ 二

運転者 ル 助手席乗員
■

■

■

●

■

●

●

● ●.● ● ● ■ ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ■ ● ◆ ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ● ■ ● ● ■ ● ●

一 スリソブ痕 ← 一 ー一衝 突前の行動 ………… サ'力 頂 く一合ーー一衛実情の行動

辺路娼,旧 号,路 面表示,女 連 標姐,交 通上の関係物件を含め,衝 突前後の関係ポ向 鯵の{;働 の期紺を記 入†ること,

・〈∋

故

徴

時

特

路

の

遭

故

速

事

高■

W

掲

示

階

4

良

ス
ト

助

ラ

ル
補

力

べ
用

意

ト

者

.面

一

前

.

8

口

O

口

A

■

口

0 少

置

テ

ン
軍

装

ス

書

ー

害

形

悩

0

…懸

撒禦

総

㌫

㌃

蒜

牌
=

韻

㎞
出

品

㌫

コ
ロ

C
口
口
口

口
0
口
口
口

口
0
口
口

口
口

ロ
■
口
0

口
●
口
口
ロ

■
ロ
ロ
ロ

関係車(者}A

関係車(者}B

危 険 を感 じた

ときの走行速度

85km/h

km/h

相手を認知した

ときの相互距随

－m

m

危険 を感 じた

ときの相互距離

－m

m

ス リ ッ プ 痕

衝 突 前

(60.0)m

m

衝 突 後

(30.0)m

m

亘 ・遣 幅 員

14.2m

m

勾 配 ・線 形

水平 ・直線

事

故

の

推

定

要

因

(人)

A車 運転者の急ハ ンドル

笛|

害

者

の

内

容

(環 境}

湿潤.

(卑剛

関係車区 分

A

A

乗 車
位 置

前右
一前面

崩
揃

最 大 傷 害

傷害部位

頭部

頭部

」-AIS

2.0

2.0

傷害内容

脳震逸

脳震過

加害部位

Aピ ラー(左)

路面

全治日数

2!

21

傷 害 度
スコアISS

5

5

最 大 傷 害 以 外 の 全 傷 害

(傷害部位.」-AIS,傷害内容,加 害部位 記入例:下 肢(左 大腿部)-3,0一骨折一ステアリングコラム}

顛面一1,0一 挫創 一前面窓ガラス(左),胸 部一1.0一 打撲 一インストルメントパネル(申),

腹部一1.0一 打撲 一インストルメントパネル(申)

顔 面 一1.0一 挫創 一路 面 、

事

故

の

発

生

経

過

事

故

に

対

す

る

参

考

意

見

A車 は,幅 員14.2mの 道路を約85km/hの 速度で走行中,右lcrz路

変更 した際.急 ハ ンドルであったため 横滑 り状態 となって中央分離帯

のガー ドケーブルに衝突 した,衝 突後回転(時 計回 り)し なが らリバ ウ

ンドした際 に,助 手席側窓か ら助手席乗員が放出され,前 面窓 ガラスか

ら運転席乗員が放出された,

(事 故 当事者 ・傷害者の 追跡)

(警 察)

(調 査 貝)

乗員二名は シー トベル トの着用があれば車外放出は免れたと思われる.

図4-4 事故概要総括票の例
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命 令 編 集 ヘ ルプ

㊥
口
号番

別

故

類

事

故事工

・・舗 装 田

(ス フアルト[醒=======]

(01)正 面 (06)車 両対二輪車 (2)コンクリ・一ト[亟===]

(02)側 面 (07)車 両対自転車 (3)砂 利

(08)車 両対歩行車

(04)単 独対物(09)走 行'SSS

13,道 路の種類

口
固囲

(05)単 独対物以外

・ほ 故 内 容 回

(O)物 損事故(3)亡 事故

⌒][西=コ
(2)重 傷事故

・ほ醗 生時 匡正]コ
匝コ垂‖圃[鋼
画調 匝玉璽団
⑭ 圃

(2)その他の自動車専用道路瞳======コ[西=====
③ 「岨 道[垂 直======コ

…岨 ・幅員 圃

画 塵 囲[亟 江コ
ロ 撒 臣コ

園
田・中綱 区分及び撤 回 回

(0)区 分な し(道 路以外の事故を含む)(5)チ ャタバー一算

(1)中 央線(ペ イント) (8)グ リー ンベル ト(植 え込み)

4,事 故 発 生 場 所

5.事 故 類 型(1)

8.事 故 類 型(2)

7,事 故 関係 車両数

8,事 故関係者総数

9,事 故 態 様

:曇日

(2)ガ ー ドレー ル

(3)ガ ー ドロー プ

一
(4)ガ ー ドフsン ス、パイプ

・7・;mx区1司

一
(Oi)巻 き込み[匡[亘 Σ=至亘室====](11)転 倒、転覆

(1)ア パー ト ・工場 ・商業地帯(5)高 速 自動車遵 路

(2)都 会の住宅地(一 戸建地区)(6)そ の他の自動車専用道路

(3ま ばらな住宅地域

(4)郊 外(野 原、 山道)

邸醗螂搬 出
匝 コ

(02)ひ ぎ ずり

(08)'fSS 匝 コ
(04)は ね飛ば し(09)水 没

匝 亘〔=コ[亟=コ
一

、付近

図4-6(1)A111票 データの出力用画面(上 部)
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命 令 編 集 ヘ ルプ

1。・ 天 候 回 19,道 路防護施設 田田
匝亘==コ唖=コ[亙=亘=コ匝 コ
匝=コ 匝=コ[Wtコ

一
(1)ガ ー ドレール 一

11,路 面 田遊
]1亙亟コ画工西

(2)ガ ー ドロープ

k3)ガ ー ドフェンス、ノ鼎

座 コ[亜 コ[函 コ
… そ・他!織 殿 回 固

唾==コ(3)デ リニェーク
(1)カーブミラー

唖=コ[亜=コ
… 視 界 回

(1)10n未 満(4)100"」 以」ヒ

(2)50n未 満

1(3)100m未 満1

⊇ 蹟照明 固

(0)夜 間(照 明類なし) 一
(1)夜 間(自 動皐月道路照明)

1(2)夜 間(広 告灯、店照明、御節[

一
芸=額 略 コ口
25、1,傷 害者その他(死 亡者数)

25・2.辞 者その他(重 傷音聾0

25・3.傷 害者その他(軽 傷者数)

25,4,傷 害者その他(無 傷者数)

25・5・傷害者 その他(暴 コー ド)

図4-6(2)A111票 データの出力 用画面(下 部)
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一

事故概要 抵括表

事故番号 励oo1 事故発生日時 四90年 月 日3時25分

発生種別 全被害
死亡 重傷 軽傷 物損額合計,

1人0人0人 巧 万円

発生場所 岡山県 天候 曇

道路の種類 高速自動車国道1路 面 「 乾燥 舗装 アスファルト1事 故発生地区1高速自動車国道

・ 関係車A 関係車B 車両以外C

自動車登録番号又は車両番号

種別 型状 初度登録(届 出)年 普通 ・ トラック ・ 田84年 軽 ・乗用 ・蜘 年

草名型式通称名

車体前方形状 キャブオーバ ボンネット

実乗員(定 員) 1人(3人) 1人(4人)

実積載量(最 大載量) 7賦1㎏(105◎0㎏) OKg(88銘8㎏)

事故時の紙 量(空車重量) 1騨 ㎏(翫30Kg) 615㎏(560㎏)

.速度制限 80K■ ψh 8◎晦Vh

直前速度・衝突速度 抱)㎞!h・130κm!h 60耐h・60㎞/h

バリア換算速度 田Kn!h 999Kh/h

潰 れ 体 積 140×1000㎝ ㎞$cm 9999×1000㎝ 零cm3㎝

i一
⌒ ⌒

次期点検整備年月 0年99月 0年99月

破損程度・損傷(修 理)金 額 前面 中破 ・10万 円 後面大破 ・5万 円

車両変形主部位の状況

'F

7

図4-7(1)事 故概要 の出力用画面(左 上部)
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前 席 後 席 前 席 後 席

左1中1右 左1中1右 左1中1右 左1中1右

乗

員

乗車o(運 転者o) A A

年齢(劇) 24 48

性 別(男 ・女) 男 女

傷 害(死 ・傷・無) 無 死

シー ト・ペル ト(着 用2!3◆ 非増S) x X

ヘ ッドレス ト(O・ ×) 0 0

嚢

事故直前の行動 直進中 直進中

相手の認知 なし あり

事故回避操作 なし なし

尤鯨 件 良 良

免許取得年月 不明 年 月 不明 年 月

平均1カ 月走行距離 不明 ㎞ 不明 ㎞

l

l

l

F

傷害

者
の内

容

関係車分 乗車＼、位置
… 傷 害 度

スコア1SS 最大傷害以参
傷害部位 J-AIS 肝 内容 加害部位 全治日数

A 帖 蹄 9.0 騨 樗纐 バネ
虻 循 全身一9.(」 火傷

8 縮 臨 9.0 噺 壁漂 バネ
死亡 循 全身一9.(卜 火傷

図4-7(2)事 故概要の出力用画面(左 下部)
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蒔
ω

一

驚縫築搬 蟹駕霜蹴 灘蹴

事故の特徴

■‖窩速道路の轍

A8

[][]前 面窓ガラス傷害

[]〔]シ ートベルト着用

[][]年 少者用補助乗車装置

[][]ス テアリング傷害

[]■ シートベルト変形(追 突時)

[]■ 大型車両関係

[]■ 車室変弼,による傷害

[][]ド ア開放

[]■ フード開放

口[]乗 員放出

[]〔]燃 料もれ

口 ■ 車両火災

[]■ 車体分離(一 部破断を含め)

[][]タ イヤ関係

■[]居 眠り

[]【]飲 酒

〔][〕 その他(類 焼)

■[]

図4-7(3)事 故概要 の出力用画面(右 上部)
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一

一

一

一

■

(銭遣鯖 の鰍 り鮪

ξ轡

ξ巴)

'

外の全優熱n(傷 害部位、J楡ス 傷害内

1同

)

事
故
の
発
生
経
過

A車 は、高速道路を約130㎞ ノhの速度で

(事故当辞)

(警察)

(鯛 査員)

図4-7(4)事 故概要の出力用画面(右 下部)
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一

合

1

一 醐

閲覧事故番号 輌
詳細デーク

命
㎝ a

事 故 概 要 払 括 表

号

所

ngOOO1 事故発生日時

映 金被害

岡山県

高速自動車国道 路面

1990年 月 日3時1

死亡 重傷

1人 0人

天候

轍 舗装

曇

アスファルト

車宝鐸番号又は車両番号

型状 初度登録(届 出)年

草名 型式 通称名

車体前方形状

実乗員(定 員)

(最大載量)

の総重量(空車重幻

関係車A

普 通 ・ トラ リ ク ・IB84年

キャブオーバ

1人(3人)

ア750㎏(10500㎏)

16535㎏(amo㎏)

関係車B

軽 ・ 乗 用 ・IB84年

ボンネット

1人(4人)

0κ9.(88888Kg)

615Kg(560㎏)

一 輌
命 、 令 編 集 ヘルプ

2,事 故 内 容 回
(0)物 損事故(3)死 亡事故

匝]魅][亟=コ
(2)重 傷事故

3.事 .故 発 生 日 時 ㎜唖 ⑭ 晒
(2)月頭圃
⑭[画

4.事 故 発 生 場 所

5.事 故 類 型(1)

6.事 故 類 型(2)

7,事 故関係車両数

8.事 故関係者総数

9,事 故 態 様

:竃囚
(01)巻 き込み[亟===](11)転 倒、

(02)ひ きす り

(03)れ っ退

過=コ ηその他
座 こ=コ(99)不 明

(04)は ね飛ばし(09)水 没

匝=コ 匝互亙=コ

圃
回

口口劃
麗

勘

園圃

砥

田
圃
圃

江

田回⌒…
[≡====](3)デ リニエ一夕

、

図4-8ウ ィン ドウ上 に閲覧用選択画面 、詳細 データ および事故概要 を同時 に出力 した例



4.3検 索 ・集計用 ソフ トのプロ トタイプの作成

4.3.1検 索 ・集計用の表 の作成

4.1で 述べたよ うに事故調査 データベース表 は22枚 に分かれてお り、 この ままの形 で

検索や集計 を行お うとす ると、検索 に使用す る表をSQLで 結合 していかなければな らな

い。 しか しこれ らの表間で は、結合す るキー項 目が一方 に存在 し、他方 に存在 しないとい

う場合があ り、表結合 には外部結合を用 いる必要がある。使用 したDBMSに はこの外部

結合に対 して大 きな制約 があ り、 また外部結合を頻繁 に使用す ると、データ構造 を正確 に

理解 した形で プログムを記述す る ことは非常 に煩雑 にな る。 この ことか ら、 これ らの表を

数段階に分けて ビューと して結合 し、最終 的な ビューを表 に変換 し、その表を対象 に検索

・集計を行 うことと した。 ただ し、使用 したRDBMSは 表、 ビューの項 目数が255以

内 と制限 されているため、元の表のなかで検索、集計 に使用す る可能性 がある223項 目

を選択 し、ACC _JOINと い う表を作成 した。

この表は図4-9に 示すよ うな構造 にな ってお り、2339レ コー ド(行)が 作成 され

た。

4.3.2検 索用 ソフ トのプ ロ トタイプ

事故調査データの検索用 ソフ トには、検索条件 に該 当す る事故番号を抽 出す ることと、

検索条件に適合す る事故の内容 をモニ ターす るといった2種 類があ る。前者 は、後者 の検

索方法で、該 当す る事故の番号 を抽 出す るだけであ り、基本 的には後者が重要であ る。

今年度 は検索条件 に適合す る事故の内容をモニ ターす るための ソフ トのプ ロ トタイプを

作成 した。事故内容 の検索 ・モニ ターには次のよ うな種類がある。

(1)一事故 に含まれ る全車両、全乗 員、全傷害を対象 と して、検索条件 に適合 した事故の全

車両、全乗員、全傷害 にっいて、指定 したモニ ター項 目を出力す る。

②一事故 に含まれ る全車両、全乗 員、全傷害を対象 と して、検索条件 に適合 した事故の う

ちか ら、検索条件 に該 当 した行の情報 にっいて、指定 したモニ ター項 目を出力す る。

(3)事故の主た る関係車両であ るA当 とB当 だけを対象 に して、相互 の関係(例 えば乗用車

の側面 に小型 トラックが衝突 した)を 検索 し、検索条件 に適合 した事故のA当 、B当 車

両に関す る情報をモニ ター項 目に したが って出力す る。

(4)事故の主た る関係車両であ るA当 とB当 だけを対象 に して、相互 の関係(例 えば乗用車

の側面 に小型 トラックが衝突 した)を 検索 し、検索条件 に適合 した事故の指 定車両(た
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とえば乗用軍側)に 関す る情報をモニ ター項 目に したが って出力す る。

ACC.JOINの デ ー タ構 造

キー項 目+事 故1情 報+車 両1情 報+二 輪車1情 報
+乗 員1の 情報+乗 員1の 傷害1の 情報

キー項 目+事 故1情 報+車 両1情 報+二 輪車1情 報

+乗 員1の 情報+乗 員1の 傷害2の 情報

～

キー項目+事 故1情 報+車 両1情 報+二 輪車1情 報
+乗 員1の 情報+乗 員1の 傷害Nの 情報

キー項目+事 故1情 報+車 両1情 報+二 輪車1情 報
+乗 員2の 情報+乗 員2の 傷害1の 情報

キー項目+事 故1情 報+車 両1情 報+二 輪車1情 報
+乗 員2の 情報+乗 員2の 傷害2の 情報

～

キー項目+事 故1情 報+車 両1情 報+二 輪車1情 報
+乗 員2の 情報+乗 員2の 傷害Mの 情報

～ ～

キー項目+事 故m情 報+車 両n情 報+二 輪車o情 報
+乗 員sの 情報+乗 員sの 傷害1の 情報

キー項目+事 故m情 報+車 両n情 報+二 輪車o情 報
+乗 員sの 情報+乗 員sの 傷害2の 情報

～

キー項目+事 故m情 報+車 両n情 報+二 輪車o情 報
+乗 員sの 情報+乗 員sの 傷害Lの 情報

図4-9ACC_JOlNの デ ー タ構 造
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今年度 は上記(2)にっ いて、検索 ・モニター用 ソフ トのプ ロ トタイプを作成 した。検索条

件 は、最終的 には3.2.2で 述べ たよ うな ウィン ドウで設定す る予定であ るが、プ ロ トタイ

プの段階で は、図4-10に 示す よ うなフ ァイルで検索条件 とモニ ター項 目を設 定 し、検

索 ・モニ ターを実施 した。 この検索 条件 、モニ ター項 目に もとつ いて集計 した結 果が図4

-11で ある
。

/*

/*ボ ンネ ッ ト型乗用車 の右 側面衝突事故の検索

/*

T:表 タイ トル;

t1:ボ ンネ ッ ト型乗 用車の右側面衝突事故の概要;

C:検 索条件;

MOT90

側面衝突事故
ボ ンネ ッ ト型

右側面部潰れ

m1事 故番号

m2車 両番号

m3乗 員番号

m4傷 害番号

m5事 故種別

m6事 故内容

m7車 の種類

m8前 方形状

m9車 体形状

m10衝 突速度

m111次CDC
m12破 損程度

m13乗 車位置

m14ベ ル ト種類

m15全 傷害数

m16傷 害部位

m17AIS

E:条 件設定終了

ACCNOLIKE'M90%'
V1=2
V107=2
V1081N(1,10,20,30,40,41,50,60,61,62,63)

SUBSTR(Vll6_1,1,3)IN('02R','03R','04R','22R'
,'23R','24R','42R'
,'43R','44R','62R'
,'63R','64R','82R'
,'83R','84R')

ACCNO

VEHNO

OCCNO

INJNO

Vl

V2

V106

V107

V108

V114

V116」

Vl18-1

V501

V515

V508

V602

V606

図4-10検 索条件 、モニター項 目設定用 ファイルの例
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⑩

ボ ン ネ ッ ト 型 乗 用 車 の 右 側 面 衝 突 事 故 の 概 要
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図4-11 検索 ・モニター結果 の例



4.3.3ク ロス集計用 ソフ トのプ ロ トタイプ

次の ような クロス集計表を想定す る。

***

○○○ △△△

XXX YYY ZZZ AAA BBB CCC

#

#

O

O

D

D (1,1) (1,2) (1,3) (1,4) (1,5) (1,6)

E

E (2,1) (2,2) (2,3) (2,4) (2,5) (2,6)

P

P

F

F (3,1) (3,2) (3,3) (3,4) (3,5) (3,6)

G

G (4,1) (4,2) (4,3) (4,4) (4,5) (4,6)

この クロス表 の マ トリッ クス(1,

な 記述 とな る。

1)をSQLを 用 いて カウン トす る場合、次の よ う

SELECTCOUNT(*)

FROMACC_JOIN

WHERE(条 件##AND条 件00AND条 件DD)

AND(条 件***AND条 件 ○○OAND条 件XXX);

したが って、上記 クロス表 を全て カウ ン トす る場合、各マ トリックス要素 に対応 した条件

を次々に変えてマ トリックスの要素数分繰 り返せばよい。 ただ し、実際のデータベース表

ACC_JOINで は、事故番号、車両番号、乗員番号、傷害番号が例えば次の ように重

複 して記載 されて いるため、 マ トリックス要素をカウン トす る場合工夫が必要であ る。
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この よ うな場 合 、上 記SELECTCOUNT(*)の 部 分 を、SELECTACCNO,VEHNO,OCCNO,

INJNOと し、WHERE句 以 下 の条 件 に適 合 した行 の キ ー項 目を 全 て読 み込 み、 次 の よ うな ロ

ジ ックで カ ン ウ ン トす れ ば よ い。

〈ON>カ ウ ンター を+1す る

〈OFF>カ ウ ンター を ↓1しな い

ACCNO=ACCNO(-1)

〈OFF>

「⊥一 一 「 〈ON>

OCCNO≠OCCNO(-1)

「-Lr〈ON>

ACCNO≠ACCNO(-1)

〈ON>

ただ し、(-1)は1同 前の検索条件 に適合 した行のキー項 目の内容であ る。以上の よ うな原

理 に もとつ いて クロス集計用の ソフ トの プロ トタイプを作成 した。

検索条件 は、検索 ・モニ ター と同様 にプ ロ トタイプの段 階では図4-12に 示す よ うな

フ ァイルで検索条件 を設 定 し、 クロス集計 を実施 した。 この条件設定 フ ァイルに もとつい

て集計 した結果が図4-13で ある。付録Cに この クロス集計用 ソフ トの ソース リス トの

主要部 を示すが、SQLそ の もの は非手続 き型言語で あるため、ループ、分岐、IF/THEN

などの機能を もってお らず、高水準言語のなかにSQLを 組み込んで 目的 とす る検索 を繰

り返 し行 う必要が ある。本 プ ロ トタイプで はC言 語 にSQLを 組み込んで記述す るための

プ リコンパイラであ るPro*Cを 用いた。
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/*事 故 関係 者 の 傷 害 程 度

/*

0:外 的条 件

01:90年 度 デ ー タ;accnolike'M90%'

02:傷 害 程 度別 事 故 関係 者 数;accnolike'M90%'

X:X項 目 車 両乗 員 の 内訳

x1:・;accnolike,M%,

Y:Y項 目

x11:全 関 係 者;

x2:・;

x21:車 両 乗 員;

x3.

x31運 転 者

x32前 席 同 乗 者

x33後 席 同 乗 者

x34そ の 他

傷 害 程 度

y1:無 傷;

y11:J_AIS=0;

y2:軽(易;v601ニ1

y21J__AISニ0.5

y22J_AIS=1.O

y23J_AIS二1.5

y24J_AISニ2.O

y3:重 傷;v601・1

y31J_AISニ2.5

y32J_AIS=3.O

y33J__AIS=4.O

y34J_AIS=5.o

y4:死 亡;v601・1

y41J_AIS=6.O

y42J_AIS=7.O

y43J_AIS=8.o

y44J_AIS=9.0

;occno

accnolike'M%'

乗 車 区 分;accnolike'M%'

C:検 索項 目

E:条 件設定終了

accnolike'M%'

(v501betweenland29)

v501in(1,7,31)
v501in(2,3,8)
v501in(4,5,6,32)
v501betweengand27

accnolike'M%'
v509=O

v606=5

v606ニ10

v606=15

v606ニ20

v606=25

v606;30

v606=40

v606=50

v606=60

v606=70

v606=80

v606=90

図4-12ク ロス集計用条件設定 フ ァイルの例
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I

O
ω

1

90年 度 デ ー タ 傷 害 程 度 別 事 故 関 係 者 数

十 十 十 十 十 十十 十 十 十

1 1 . 1 . 1 乗 車 区 分 1 1
十 十 十 十1 十 十 十 十

1 1 全 関 係 者1 車 両 乗 員 1 運 転 者 1前 席 同 乗 者1後 席 同 乗 者1・ そ の 他 1 合 計 1
十 十 十 十 十 十十 十 十 十

1無 傷 lJ_AIS=0 1 62 1 62 1 53 12 1 3 14 1 186 1
十 十 十. 十 十1 1 十 十 十

1 lJ_AIS=0.5 1 9 1 9 1 5 11 1 2 11 1 27 1
十 十 十 十 十1 1 十 十 十

1 lJ_AIS=1.0 1 36 1 36 1 15 111 1 7 13 1 108 1
十 十 十 十 十1軽 傷 1 十 十 十

1 lJ_AIS=1.5 1 23 1 22 1 13 14 1 6 10 1 68 1
十 十 十1 1 十 十 十 十 十 亀

1 lJ_AIS=2,0 1 35 1 34 1 12 113 1 6 14 1 104 1
十 十 十 十 十 十 十1 1 十

1 lJ_AIS=2.5 1 22 1 18 1 13 13 1 5 11 1 62 1
十 十 十 十 十1 1 十 十 十

1 lJ_AIS=3.0 1 21 1 18 1 14 14 1 2 11 1 60 1
十 十 十 十 十1重 傷 1 十 十 十

1 lJ_AIS=4.0 1 9 1 6 1 5 11
↓

3 10

十 ↓
24 1

十1 1 十 十 十 十

1 lJ_AIS=5.0 1 11 1 日 1一 5 13 1、 2 ・11 1 33 1
十 十 十 十1 1 十 十 十 十

1 lJ_AIS=6.0 1 2 1 2 1 2 1'0 1 0 10 1 6 1
十1 1 十 十 十 十 十 十 十

1 lJ_AIS=7.0 1 10 1 8 1 4『 14 1 2 10 1 28 1
十 十 十 十1死 亡 1 十 十 十 十

1 lJ_AIS=8.O 1 13 1 .12 1 .11 12 1 0 10 1 38 1
十 十 十 十1 1 十 十 十 十

1 lJ_AIS=9.0 1 41 1 40 1 27 17 1 6 11 1 122 1
十 十 十 十十 十 十 十 十 十

1 合 計 1 294 1 278 1 179 155 1 44 116
↓

866 1

十十 十 十 十 十 十 十 十

図4-13ク ロス集計結果の例



このよ うに、原理的 には検索 ・モニ ターや クロス集計が可能であ ることはわか ったが、

図4-10や 図4-12の 検索 ・モニ ターまた は集計用 ファイルを見て もわか るよ うに、

GUIを 用 いた として も個 々の集計条件の簡単な論理文 は集計作業を実施す る者が記載 し

なけれ ばな らず、素人向け とは言 いがたい。 これを改善す るためのひ とっの可能性 は、図

4-14に 示 したように、辞書 ファイルを用意 しておき、図4-10等 に示 した 日本語で

記載 されてい る条件文だけを入力す ることで、 この辞書 ファイルか ら論理文を読 み取 って

きて、 これを もとにSQLを 発行す るといった方式が考え られ る。 この方式にな ると、条

件の記述がかな り容易 になるが、条件が非常に多岐 にわた るため、 はた して使 い易い形 に

整理で きるか どうか さらに検討す る必要があ る。 また、 もし日本語で条件が整理で きるの

であれ ば、それ らの条件をポ ップア ップメニ ューで表示 してマウスな どで選択す るよ うに

す るとさ らに使 いやす さが増す もの と考え られ る。

また、この クロス集計のプロ トタイプで用 いた集計の ロジックは、各組み合わせ条件の

回数 だけデー タベースを全てサーチす る必要があ るため、集計 マ トリックスの数 が多 くな

ると、集計 に多大の時間がかか る。 この点の改善 にっ いて は、①各行を一度読み込 み、高

級言語側で全ての組み合わせ条件にっいてその行 の内容が適合 して いるか否かをサーチ し、

該当す る集計マ トリックスがあればその マ トリックスの カウンターを加算 してい く方法、

②SQLのGROUPBY句 を使用 して集計 を行 う方法などが考え られ、 これ らの方式にす ると

デー タベ ースのサ ーチ は一度ですむため、集計時間は相 当低減 され るであろう。 しか し、

いずれ もソフ トウェアがかな り煩 雑になることが予想 され るたあ、次年度以降の課題 と し

て検討す る必要があ る。
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検索用
ファイル

×@

事故 データ
ベ ース

辞書
ファイル

1④!♂

①検索 ファイルの読み込み

②WHERE句 を辞書 フ ァイル
か ら読み込 む

③WHERE句 の生成

④データベースの検索

図4-14辞 書フ ァイルを用 いた検索(案)
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5.プ ロ トタイプ に関す る各種検討

5.1デ ータの実装

今年度 は実 際の交通事故調査デー タの うち、過去 に3ヵ 年 間使用 され た調査票を対象 と

して スキ ーマの設計を行 い、 データの実 装を行 った。 この プロ トタイプの実装を通 じて得

られ た問題点 は以下の とお りであ る。

(1)調査票 は、 自動車交通 を とりま く技術 的、社会的環境の変化に よって数年毎 に改正 され

る。 この改正 された調査票 をすべて同一のスキーマで処理 しよ うとす ると、スキーマの

設計 に多大な労 力を要す るだけで な く、非常 にむだの多 いデー タベース表 にな って しま

う。一方、データの検索 、集計 などは年度単位での利用が圧倒的 に多 く、数年度 にまた

が った利用 は非常 に少ない。 したが って、データベー ス表の設計 は調査票のバ ー ジョン

毎 と し、調査票のバ ー ジョンをまたが った検索 、集計な どが必要 な場合 は、共通項 目を

ピックア ップ した ビュー もしくは表 を作成 し、その ビューまたは表 を対象 に検索 、集計

を実施す るほ うが得策であ ろう。

(2)今回作成 したプロ トタイプのデー タベース表で は、調査票に対応 させて車両関係の表 と

二輪車 に関する表を分離 した。 しか しこの二種類 の表 は共通す る項 目がか な りあ るため、

部分的 には統合す ることも可能であ り、技術的 にはデータベー ス表の段 階で整理、統合

す ること も可能で ある。 しか し、調査票 とデー タベース表が大 き くかけはなれ ると、そ

の後の作業 に混乱 をきたす原因 になるため、車両情報 と二輪車情報を整理 、統合す る場

合 は、調査票の段 階か ら実施す る必要があ る。

(3)現在 の調査票で は、ある事故において、た とえば二輪車 が関与 して いな ければ、二輪軍

票(V_49お よびV_50表)に はその事故番号お よび関連情報 はま った く記載 され

ない。 こめよ うに、多 くの表において主 キーが とびとびで しか記載 されて いない と、検

索や集計の時に各表の関係を結合す るのに外部結合 とい う技法 を用 い ることにな る。 し

か しこの外部結合 は多 くの制約が伴 うため、今年度の検索や集計 で は外部結合を多用 し

なが ら、数段階にわ けて ビューを作成 し、最終の ビューを表 に変換 して使用 した。 この

ような方法で検索、集計 を実施す ることが可能であ ることは今年度の検討 か らも明 らか

であ るが、デー タベ ースの元の表 にデ ータがな くて も、必要 なキー番号を全て記載 して

おけば、単純な表結合で検索、集計がで きる。 この2つ の手法の どち らを利用す るか は

今後 の検討課題のひとっであ るが、使用す る表の単純 さか らは前者が有利であ り、検索、

集計 ソフ トなどの単純 さか らは後者 がい くぶんか有利であろ う。
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5.2デ ータの妥 当性チ ェック

入力 されたデータの妥 当性チ ェ ックにっ いて検討 した結果、次のよ うな問題点が明 らか

にな った。

(1)今年度 はデータの妥当性 チェ ックの考え方 と実施方法だけを検討 し、実 際の プログ ミン

グは行 って いない。デー タの妥当性 チ ェックには、(a)各項 目に入力 され るデータに許容

され る範囲をチ ェックす るレンジチ ェック、(b)必要 な調査票がすべて入力 されたか ど う

か をチ ェ ックするカー ドチ ェック(広 義の一貫性チ ェック)、(c)入 力 されたデー タの項

目間の一貫性のチェ ック(狭 義の一貫性 チェック)が あ る。

(2)(a)のチェ ックは、データが入力 された時点で直ちに入力作業者 にフィー ドバ ックす る必

要が あ り、 どのよ うな プログラ ミング手法で具体化す るかが課題であ る。

(3)(b)のチ ェックはすべてのデータが入力 された時点で実施す るので、技術的にはさほど困

難で はない。

(4)(c)のチ ェックは、調査票単位で実施 で きる ものと、票間にまたが る ものがあ り、前者 は

データ入 力時 にどのデータが入力 されたかをモニ ター しなが ら、項 目間でチ ェックがで

きる状態 になった ら直 ちに適否を判断 し、論理的に誤 ったデータが入力 された ら入力作

業者 にフ ィー ドバ ックす ることが望 ま しく、 どのよ うなプログラ ミング技法で具体化す

るかが課題 とな る。後者 にっいて は、(b)と同 じくすべてのデータが入力 された時点 で実

施す るので、技術 的にはさほど問題 はない。

5.3マ ンマ シンイ ンターフェイス

今年度 は、マ ンマ シンイ ンターフ ェイスのプロ トタイプと して、データ入力画面の内、

事 故概要 および環境 を入 力す るためのA111票 と事故概要総括票 のグラフィックス出力

画面 を作成 した。 これ らのグラフィックス画面用の ソフ トは、OSF/MOTIFと 呼ば

れ る画面作成用 ツールを用 いて記述 されてお り、 これ ら一連のプ ロ トタイプ作成 を通 じて

明 らかにな った問題点 は以下の とお りであ る。

(1)付録Bに も示 したよ うに、OSF/MOTIFを 用いた画面表示用 プ ログラムはかな り

煩雑 であ る。今年度 は調査票および事故概要総括票を個別のプ ログラムと して作成 した

が、作 成すべ き票 は20枚 以上あ り、 これ らの票をそれぞれ個別にプ ログラ ミングす る

に は多大な労 力を必要 とす る。 したが って、プロ トタイプで作成 したよ うな形式の画面

一57一



をデータの入力や、閲覧のための出力 として用 いてい こうとす ると、OSF/MOTI

Fの コー ドを 自動的 に生成 す るよ うな簡易言語な どのツールを開発す ることが望 ま しい。

(2)事故調査データをグラフィ ックス画面上で閲覧す るための画面表示 は、OSF/MOT

IFを 用いたXウ ィ ン ドウで実用的な ものが作成で きることは明 らかになったが、この

データを印刷 出力す る場合 は この ままの形で ダ ンプ出力 した もので は画質が悪 く、DT

Pソ フ トなどと リンク して 出力す るか、別途 プロッター イメー ジの出力用 ソフ トを開発

す る必要が ある。

(3)今年度は ソフ ト開発は実施 しなか ったが、事故調査デー タの検索、集計および解析 ・分

析結果を図表化す ることは、デー タの有効活用 の点で重要 な課題である。表 につ いては、

出力 したいデー タを表計算 ソフ トなどに転送 し、表計算 ソフ トで体裁を整えて出力す る

こと も考え られ るが 、 この場合 表計算 ソフ トの取扱に習熟す る必要があ るため、最善 の

策 とはいえない。 また、図にっいて は事故調査独特の図が あるため、 これ らにつ いて汎

用の ソフ トが利用で きるか どうかの検討 と、 もし利用 で きないような場合 は独 自に開発

す る必要がある。

5.4検 索 ・集計用 ソフ ト

今年度 は、データベ ース表 の中か ら、検索 ・集計 に使用す る可能性のある223項 目を

選択 して新たな表を作成 し、 この表を対象に検索 ・集計用 ソフ トのプロ トタイプを作成 し

た。 これ らのプロ トタイプの作成を通 じて明 らかにな った問題点 は以下のとお りである。

(1検 索および クロス集計 にお いて、事故の主 た る関係車両であ るA当 とB当 の相互 の関係

(た とえば乗用車 の側面 に小型 トラックが衝突 した)に 注 目 して事故番号を検索 し、そ

の うちのA車 やB車 に関す る情報を検索 した り集計す るためのプロ トタイプ は作成 して

いない。 この種 の検索 は、本年度作成 した検索用 ソフ トや クロス集計用 ソフ トよ りい く

ぶんか工夫を必要 とす る。

(2)検索や クロス集計 を行 うための条件設定 は、最終的に はGUIか ら行え るよ うにす る予

定であるが、現状で は本年度 のプ ロ トタイプの条件 設定 ファイルのよ うに、SQLの 論

理文を記述する ことにな る。 プ ロ トタイプで も示 したよ うに、使用 してい る論理文 は比

較的簡単な もので あるが、利用 の簡便化のため にはこのよ うな論理文を まった く必要 と

しないよ うな システムにす ることが望 ま しい。4.3で 示 したよ うに、日本語 による条件

の記述だけで、 自動的に条件設定で きる可能性 はあ るが、条件が非常 に多岐にわたるた
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め、 はた して使 い易 い形で整理で きるか どうか今後検討す る必要がある。

(3)今年度作成 したクロス集計の ロジックは、集計のマ トリックス数 の回数だけデータを全

てサーチす ることにな り、マ トリックが大 きくな ると集計 に多大の時間がかか る。 この

点 の改良可能性 につ いて も4.3で 示 したが、今後 さらに検討 を要す る課題であ る。
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6.ま とめ

交通事故調査 は大 きく分けて、警察によ る交通事故調 査に代表 され る広域的かつ網羅的

に実施 され る調査 と、特定の交通事故要因にっ いて詳細な調査を行 う詳細事故調査がある。

交通事故調査結果の利用 は、調査結果をデー タベ ース化 して、さまざまな観点か ら分析 や

解析 を実施す るとい う点で は同様で あるが、それ ぞれの調査 目的が異な ることか ら、デー

タベースに要求 され る機能 には差異が ある。

本開発研究で対象 と した交通事故調査 は後者であ り、詳細事故調査のデー タベ ースのあ

りかたを研究す ることを 目標 に、当研究所が実施 してい る事故調査 を例 と して、データベ

ースのプ ロ トタイプを作成 した。

本開発研究では、 まず詳細事故調査のデータベー スの最終的な姿を例示 し、そ こにいた

るための開発 ステ ップを検討 した。 さ らにこの検討結果を もとに、今年度 プロ トタイプを

作成す るにあた って対象 とすべ き範囲を明確に した。

詳細事故調査の大 きな特徴 は、個 々の交通事故 の特定要因を詳細 に調査す る点 にあ り、

一般 に調査項 目が非常 に多 い。 またその反面、調査件数 は一般 に多 くないことか ら、統計

的な価値 は必ず しも高 くない。 このよ うなことか ら、詳細事故調査 のデータベースに要求

され る機能 と して は、統計的な解析 ・分析が一応で きるよ うに して お くことは当然であ る

が、む しろ事例調査 と しての各事故の もっ情報をで きるだけ多面 的に検索で きること、 さ

らに各事例 を詳細 に検討す るための事故内容の閲覧を迅速 かつ容易に行えるよ うにす るこ

とが肝要 である。 この よ うな観点か ら、詳細事故調査データベ ースシステム構築の中心的

課題 は、デー タベースのユーザが正確で迅速 かっ容易にデータを検索、集計 、閲覧で きる

よ うにす ることであ ると考え、そのために必要 なユ ーザイ ンターフェイスの設計 とプロ ト

タイプの作成をは じめ、検索、集計用 ソフ トにっいて もプロ トタイプの作成を行 った。

具体 的な実施 内容 と得 られた成 果 は以下の通 りである。

(1)交通事故調査データベースの概 要設計

ユ ーザが使用するコ ンピュータはエ ンジニ ア リングワークステー シ ョン(EWS)と し、

Xウ ィ ン ドウによるグラフィカルユ ーザ インターフェイスで データベースをハ ン ドリング

す るための手順 と具体的なイメー ジの概要設計 を行 った。

一60一



(2)データの妥 当性チ ェ ックに関す る検討

入力 されたデー タの信頼性 は、データベースの良否 を左右す る要因のひとっであ り、本

開発研究で対象 と して いるような調査 デー タは、調査項 目が非常 に多い上、調査 が比較的

長期 にわた るため、調査員がすべての項 目にっ いて論理的な矛盾 をチェ ックしなが ら調査

票を仕上 げるのは難 しい。 したが って、入力 されたデータが各データ項 目に許容 された範

囲にな って いるか ど うか とい った レンジチェ ック以 外に、調査項 目間で論理的な矛盾がな

いか どうかといったデータの一貫性チ ェックが重要であ る。 この ような観点か ら、個 々の

調査項 目をデー タベースに入 力す る時点 と、すべてのデータの入力が終了 した時点で、 ど

の ような項 目にっいてチ ェ ックすべ きかを検討 し、整理 した。

(3)スキーマの設計 とデー タの実装

すでに実施 されて いる交通事 故調査の うち、昭和63年 ～平成2年 にかけて使用 して き

た調査票を対象 に、具体的なスキーマの設計を行い、EWS上 に約300件 分の調査 デー

タを実装 した。デー タベ ース表は22枚 であ り、項 目数 はキー項 目を除 いて合計 で782

項 目であ る。

(4)マンマ シ ンイ ンターフ ェイスの プロ トタイプの作成

上記概要設計で作成 した一連のユーザインターフェイスイメー ジの うち、デ ータ入力用

画面 と、 データ出力用画面の一部を作成 した。具体 的にはA111票 と呼 ばれ る事故の概

要及 び環境の調査票 のデータを入 出力す るための グラフィクス画面 と事故概要総括票 と呼

ばれ る各事故の総括票 の グラフ ィックス出力画面であ る。 これ らの グラフィックス画面 は、

Xウ ィン ドウ上に表示 され るもので、OSF/MOTIFを 用 いてプログラ ミング した。

さらに、 このデー タ入 出力用画面 とデータベースを リンクさせ、実際 にデー タの入 出力

が可能 なよ うに した。

●

(5検 索 ・集計用 ソフ トの プロ トタイプの作成

(3)で述 べたデー タベ ース表 は22枚 にわかれてお り、 このままの形で は検 索 ・集計す る

場合 に使用す る表を外部結合す る必要がある。 しか し、 この外部結合の機能 は制約が多 く、

事実上すべての表を結合 して検索 ・集計を行 うのは不可能であるため、元の表か ら検索 ・

集計 に使用す る可能性の ある223項 目を選択 して新た な表(ビ ューで結合 して、最終の
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ビューを表に変換)を 作成 した。

この結合 された表 を対象 と して、デー タ検索用 ソフ トとクロス集計用 ソフ トのプロ トタ

イプを作成 した。

(6)プロ トタイプに関す る各種検討

作成 され たプロ トタイプを もとに、今後本格的なデータベ ースを構築す る場合 に留意す

べ き点 につ いて検討 し、整理 した。

以上 、今年度実施 した交通事故調査の プロ トタイプの作成 について述 べたが、今後 は以

上 のプ ロ トタイプを もとにデー タベー スを構築 し、調査結果の有効活用 を図る必要 がある。

また、2.3で 述べたよ うな事故調 査デ ータベ ースの将来像の実現 にむけて、 さ らに検討 し

て い く予定である。
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付録A　データベース表の詳細
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MOTFVO3V.42事 故 車 両及 び運 転 者 関 係
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MOTFVO3V.43事 故車 両 及 び運 転者 関 係
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MOTFVO3V.44事 故 車 両 及 び運転 者 関 係
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MOTFVO3V-45事 故 車 両及 び運 転者 関 係
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MOTFVO3V.46事 故 車 両及 び運 転者 関 係
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MOTFVO3V.47事 故 車 両 及 び運 転 者 関係

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 16 Vl78-14 タイヤ情 報14

2 $VEHNO 車両番号 17 V178」5 タイヤ情 報15

3 V178.1 タイヤ情 報1 18 V178-16 タイヤ情 報16

4 V178.2 タイヤ情 報2 19 V178-17 タイヤ情 報17

5 V178.3 タイヤ情 報3 20 V178-18 タイヤ情報18
6 V178.4 タイヤ情 報4 21 V178.19 タイヤ情報19
7 V178.5 タイヤ情 報5 22 Vl78-20 タイヤ情 報20
8 V178.6 タイヤ情 報6 23 V178-21 タイヤ情 報21

9 V178.7 タイヤ情 報7 24 V178.22 タイヤ情 報22
10 V178.8 タイヤ情 報8 25 Vl78.23 タイヤ情 報23
11 V178.9 タイヤ情 報9 26 V178.24 タイヤ情 報24
12 V178.10 タイヤ情 報10 27 V178.25 タイヤ情 報25
13 V178-11 舛 や情 報11

14 V178」2 タイヤ情 報12

15 V178」3 タイヤ情 報13

MOTFVO3V.48事 故 車 両 及 び運転 者 関係

Nα 項 目名 内 容 Nα 項目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 16 V179-14 タイヤ情 報14
2 $VEHNO 車両番号 17 V179.15 タイヤ情 報15
3 V179」 タイヤ情 報1 18 V179.16 タイヤ情 報16

4 V179.2 タイヤ情 報2 19 V179」7 タイヤ情 報17
5 V179-3 タイヤ情 報3 20 Vl79」8 タイヤ情 報18
6 V179.4 タイヤ情 報4 21 V179.19 タイヤ情報19
7 V179-5 タイヤ情 報5 22 Vl79-20 タイヤ情 報20
8 V179.6 タイヤ情 報6 23 Vl79-21 タイヤ情 報21
9 V179-7 タイヤ情報7 24 V179.22 タイヤ情 報22
10 V179.8 タイヤ情報8 25 V179.23 タイヤ情 報23
11 V179.9 タイヤ情 報9 26 V179.24 タイヤ情 報24
12 V179」0 タイヤ情 報10 27 V179.25 タイヤ情 報25
13 V179.11 タイヤ情 報11

14 V179」2 タイヤ情 報12

15 V179.13 タイヤ情 報13
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MOTFVO3V.49二 輪 車及 び乗 員 の概 要
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MOTFVO3V.50二 輪 車 及 び乗 員 の情 報
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MOTFVO31...一 乗 員 ・歩 行 者 等 の 情 報

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 21 V515 シートベルト関 係 情 報(1)

2 $VEHNO 車両番号 22 V517 シートベルト関 係 情 報 ②

3 $OCCNO 乗員番号 23 V518 シートペル}関 係 情 報 ③

4 SEATNO 座席番号 24 V519 シートベルト関 係 情 報(4)

5 V501 乗車位置 25 V520 シートベルト関 係 情 報 ㈲

6 V502 被 害 者情 報(1) 26 V521 シートベル}関 係 情 報 ⑥

7 V503 被害者情報② 27 V522 シートベル}関 係 情 報(7)

8 V504 被害者情報③ 28 V523 シー}ベルト関 係 情 報(8)

9 V505 被 害 者情 報(4) 29 V524 シートベルト関 係 情 報 ⑨

10 V506 治 療情 報(1) 30 V525 シー}ベルト関 係 情 報(10)

11 V507」 治療情報② 31 V526 シート関 係 情 報(1)

12 V507.2 治療情報㈲ 32 V527 シート関 係 情 報②

13 V508 全傷害数 33 V528 エアバッグ関 係 情 報(D

14 V509 ISS 34 V530 エアバッグ関 係 情 報②

15 V510 被 害状 況(1) 35 V531 事故後状況(D
16 V511 被害状況② 36 V532 事故後状況②
17 V512」 被害者情報⑤ 37 V533」 事故後状況③
18 V512.2 被害者情報⑥ 38 V533.2 事 故後 状 況(4)
19 V513 ヘヲドレス} 39 V534 シートベル}関 係 情 報 ⑪

20 V514 事故時状況 40 V535 被 害者 情 報(7)

MOTFVO30-..乗 員 ・歩 行 者 等 の 傷 害 接 触 関 係
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MOTFVO3P.一 一 シ ー ト、 年 少 者 用 補 助 乗 車 装 置
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MOTFVO3V-51前 面 窓 ガ ラ ス

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 16 V1105」0 寸法関係0θ
2 $VEHNO 車両番号 17 V1105」1 寸法関係ω
3 V1101 窓 ガラス情 報(1) 18 V1105.12 寸法関係⑫
4 V1102 窓 ガラス状 況(D 19 V1105」3 寸法関係㈱
5 V1103 窓 ガラス状 況 ② 20 V1105」4 寸法関係ω
6 V1104 窓 ガラス状 況(3) 21 VllO5」5 寸法関係⑮
7 V1105.1 寸 法 関 係(1)

8 V1105.2 寸 法 関 係(2)

9 V1105.3 寸法関係⑧
10 V1105-4 寸 法 関係(4}

11 V1105-5 寸法 関係⑤
12 V1105.6 寸法関係㈲
13 V1105-7 寸 法 関 係(7)

14 V1105.8 寸法関係⑧
15 V1105.9 寸法関係⑨
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MOTFVO3V_52フ ー ド

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故 番号 11 V1209.1 フードストッル 状 況(1)

2 $VEHNO 車両番号
9

12 V12092 フードストヲパー状 況 ②

3 V1201 フード 情 報

4 V1202 フード 状 況(1)

5 V1203 フード 状 況 ②

6 V1204 フード田 ク情 報(1}

7 V1205 フードロヲク情 報 ②

8 V1206 フードロヲク状 況(D

9 V1207 フードヒンジ状 況 ②

10 V1208 フードス}ツル 情 報

MOTFVO3V.53ス テ ア リ ン グ

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 16 V1306.2 コラム角度 ②

2 $VEHNO 車両番号 17 Vl306-3 コラム角 度(3)

3 V1301 ステアリング関 係 情 報(1) 18 V1306.4 コラ埆 度(4)

4
>V1302

ステアリング関係 情 報② 19 V1306.5 コラム角 度 ⑤

5 V1303」 ステアリング関 係 情 報(3) 20 V1307 スポーク

6 V1303.2 ステアリング関 係 情 報(4) 21 V1308 ホイール

7 V1304.1 ホイール変 形 関 係(1) 22 V1309 チルトハンドル

8 V1304-2 ホイール変 形 関係 ② 23 V1310 テレスコーピング

9 V1305」 コラムボス部 関 係(D

10 V1305-2 コラムボス部 関 係②
'11
V1305.3 コラム叔 部 関 係⑧

12 V1305.4 コラムボス部 関 係(4)

13 V1305-5 コラムボス部 関 係 ⑤

14 V1305-6 コラムボス部 関 係(6)

15 V1306.1 コラム角 度(1)
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MOTFVO3V-54ド ア

Nα 項 目名 内 容 No 項目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 16 V1404-3 ピラー変 位(3)

2 $VEHNO 車両番号 17 V1404-4 ピラー変 位(4)

3 V1401」 ドア状 況(D 18 V1404-5 ピラー変 位 ⑤

4 V140L2 ドア状 況(2) 19 V1404-6 ピラー変 位(6)

5 V1401-3 ドア状 況(3) 20 V1405」 ピラー変 位(7)

6 V1401.4 ドア状 況(4) 21 V1405.2 ピラー変 位 ⑧

7 V140L5 ドア状 況 ⑤ 22 V1405-3 ピラー変 位(9)

8 V1402」 ドア状 況 ⑥ 23 V1405-4 ピラー変 位00

9 V1402.2 ドア状 況(7) 24 V1406」 ドア状 況⑪

10 V1402.3 ドア状 況 ⑧ 25 V1406.2 ドア状 況⑫

11 V1402.4 ドア状 況(9)

12 V1402-5 ドア状 況oo

13 V1403 ドアロ,ク

14 V1404」 ピラー変 位(D

15 V1404.2 ピラー変 位 ②

MOTFVO3V.55キ ャ ブ オ ー バ 型 軍
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MOTFVO3V.56タ イ ヤ 関 係1
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MOTFVO3V.57タ イ ヤ 関 係ll
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付録B　データ入力用GUIのプログラム例
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<Xm!Bu】.1etinB.h>

<Xm!Forrn.h>

<Xm!Frame.h>

<Xm/Label.h>

<Xm!Ro冒Column.h>

<Xm/)SainW.h>

<Xm!ScrollBar.h>

〈Xm!Draw±ngA.h>

〈Xm!PushBG.h>

tdefineMAXCOL39

EXECSQLBEGΣN

varchar

varehar

lnt

EXECSQLENDDECLARE

EXECSQLINCLUDE

DECLARESECTION8

uld【10Lpwd[10】 ∫

accno【6】;

v1,v2,v31.v32,v33,v34,v35,

v9,v10,v11,v12,v131,v132,v14,

v18,v191,v192,v201,v202,v21,

v252.v253,v254,v255;

SECTION:

sqlca.h:

vold8ettext《,'

vo土dclear工ecO:

V。1dnext _pageO:

voldqu±t{};

voldread工ec《)了

votd冒r]LterecO;

WidgetCreateMenuBaエO;

typedefstruct{

Widgetw:

charstr【20】;

}PRTWIDGETSTRING'

tvr》edefstruct{

char∧t;/★

char金e'!禽

char★d:/★

char★f[20】'/★

}APPIW±dgetNarne,

typedefstruct{

APPIW±dget

char

char

char

char

Widgett;

Widgete'

Widgetd'

W±dgetf【20】;

}ApplWidget,

t±tle★!

edit★ ノ

detailfieldtstitlet!

subf±elds★!

tApplwidgetNaneList'

!禽 七1tle★/

!★ed±t★!

!★detatlfteld'8

!★8ubfield8★!

★APPIW±dgetList'

aPPlv±dget【MIVCCOL】'

★buヒton8【 】

金buセton81【 】

古button82{1

古editor8〔 】

Wtdget

㏄

w±dget

■

宜

●

{

{

{

{

title衡!

v36,v4,v5,v6,v7tv8,

v15,vi61,v162,v17,

v22,v23,v24tv251,

"buセ ヒon1..
,・.button2明,"button3卿},

・.button11㌧"bu七ton12㌧.button13.}8

丙button21㌧"button22丙
,"buヒton23・};

・.fleldl"
,"f±eld2,.,"field3.}:

edlt【3】 【3】,buttonlt3Lbutton2【3],button【3】[3】;

9C;

toplevei.bb{21,bb1,bb2,bb3a,bb3b,bb3,bba;

1

'
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auto4.pc

Widgetrnenubar;

charrec _buf【MAXCOLI{14】 ∫

maln(argC,argV}

1ntargc3

char★argV【 】ジ

{

1nセi,],n∫

intmenulndex'

PRTWlDGETSTRING

Arg冒arg8[10】:

prtIMIVCCOL】[30〕;

8taticAPPIW⊥dgetNamewidgetnarne{】 ロ{

{"AccidentNo","text1",NULL,NULL},

{丙AccidentType","text2","detat12",{"1","2",.3",.4","5丙,

"6"
,・,7.'.・8・ ㌧"9"'..77"'blULL}},

{"Acctdentser± 。ugne83'㌧"text3"."deta113",{●'0","1"."2","3",・9㌧NULL}),

{"tltle41","text41",NULL.NULL},

{NULL,・text42.,NULL,NULI」},

{NULL,・text43",Nur,L,NUIＬL},

{NULL,.tex七44丙,N(JLI」,NULL},

{NU1工,"text45.㌧NU鳴L,NULL},

{NUriLt.texセ4 _6.,・detai14_6.,{"1",.2","3.㌧"4.,"5"'・,6・.'"7"'NULL}}'

{"tltle5・,.text5",NULL,NULL},

{"title5a",.text5a・,NULL,NULL},

{・title6",・ ・text6.,NULL,NULL},

{・title7・,・text7・,NULL,NULL},

{丙title8","text8",NULL,NULL},

{.tltle9","text9",.detaS19・1,{"1..'丙2.・'丙3",.4","5"'"6,.'"7",・.8丙'

"9" ,.10",丙11.,丙77","99卿,NUI,L}},

{・t±tlelO","text10..,"deta]L110",{"1",特2","3","4"."5","6.,"9・,1肌L}},

{"t±tlel1","text11","deta±il1",{'1","2㌧"3'9,"4","7"."9",NULL}},

{・t±tle12","text129',"deta口12",{"1㌧"2","3',"4丙,"7㌧"9",NULL}},

{"t±tle13 _1",丙text13_1",,'deta1113_1詞,{"1"'"2",・3",'.4"'"5"'"6■,刊7・'"99.,NULL}},

{NULL,'te就132",NULL,NULL},

{.title14",.・text14.,丙detai114㌧{"888の,・999・,NULL}},

{.t±tle15..・text15",情detai115",{丙99",NULL}}t

{.title16・,■text16 _1・ ・,■deta1116",{"O","1・..2.,"3村,■4","Sr,・6・`,"7","8"'"9"'NU1,L}},

{NULL,"text162・,NULL,NULL},

{.t±tle17",・ ヒext17",・deta±11?丙'{.1..・2村'"3"'・4".・ ・5"."6弱'丙7.,・9",NULL}}'

{.tltle18","text18","deta1118丙,{"1・.・2呵,"3","7.."9.,NU1山}},

{"title19",.ヒext19 _1・,"detai119㌧{"0"'"1輔'.2丙,"3",.・4"'"7"'"9",NULL}}'

{NULL,"text192",NULL,NOLL}.

{"tltle20㌧"text20 _1・.,■detai120・.,{"0","1","2"'丙3","4"."9g"'NVLL}},

{NULL,"セext202・ ・,領)LL,NULL},

{"tltle21・.,"text21",・deta1121",{.1","2"."3",・.4","9",NULL}},'

{"tltle22・ ・,・text22","det=at122・,{・,0貿,"1・."2","8㌧"9",M)LL}},

{"title23・.,"text23",NULL,NULL},

{"tltle24","text24",.detai124e,{怜9999丙,NULL}},

{村tltle251.,,"tex七251",NULL,NUIＬL},

{・title252",..te就252H,NULL,NULL},

⊂"ヒitle253.,"text253",NULL,NULL},

{・ ・title254㌧"texヒ254",NULL,NUIＬLb

{"title255","texヒ255",NULL,NULL}

!★NULLt!

}膓

Xmゴpln±t±a1±ze(6argc,argVtNULL,:

topleve1目Xtln±t±altze(argv【0〕,"Auto2".NULL,0,`argc,argv}8

bb1唱XtCreate)6anagedWidget{"maln".xrnMa±nWindowWidgetClass,topleve1,NULL,O,,

menu _barロC:eateMenuBar《bb1}'/★CreateMenuBartnMalnWindow.古/

XtManageCh±ld《rnenubar)∫

bb3agXtCreateManagedWidget{"draw丙.xrnDraw±ngAreaW±dgetClass.bb1,NULL,O}∫

bb3bロXtCreateManagedWidget《 鈴d苫awformh",xrnFormWidgetClass,bb3a,NULL,O);
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}

bb3口XtCreateManagedWldget《"dエawform.,xrnForrnWldgetClass,bb3b,NUI山,0,;

bbtO】 目XtCreateManagedWidget=《 ・・board",xmFormWldOetClass,bb3,NULL,0},

bb[1]ロXtCreateManage(三 阻dqet("boarda",xmFomnW⊥dgetClass,bb3,NULL,0);

for{1=O;i<XtNurnber(wldgetname,ノi++,{

1f{1>27}menu±ndex-1,

e18emenulndex宮O:

applwldget=[±1.t=XtCrea七eManagedW±dget{wldgetnarne【i】.ヒ,xmLabeIW⊥dgetClass,

bb【menuinClex】tNUIＬL,O)∫

applwldget【i】.e=XヒCreateManagedWidσet(w土dgeヒname【 ±】.e,xrnTextWidgetClas⑨ ,

bb【menu⊥ndexLNULL,0)∫

XrnAddTabGroup{applw±dget〔iいe}8

if(w±dgetname【1】.d!-NULL){

applwldget[i】.d=XtCreateManagedWidget{wldgetnarne【 ±】.d,xrnRewColurnnWldgetClass,

bb[menu±ndex】,NULL,0};

for(ゴ=O;wSdgetnameU〕.f【 ゴ】!=rNULL;ゴ++){

applw±dget{± 】.fIゴ 】=XtCreateManagedWtdget{widgetname【1】.f[ゴ 】,

xrnPushButt二 〇nWidgetClass,applwidget[1].d,)IULL,0};

prt{± 】1ゴ1・w-aPPlw±dget[1】.e:

strcpy(prt[i】[ゴ 】.strtwidgetnarne[i】.f[ゴ 】},

XtAddCallback《applwldget【i】.f[ゴ],XmNactivateCallback,3et
_text,&prt[i]〔jn;

}

}

}

XtRealizeWidget(topleve1}:

gc=XCreateGC{XtDlsplay`bb1),XtWindow(bb1),O,O,;

XtMalnLOOPOノ,

v。 ±d8et _text佃,prt,ca11_value)

冊idgetw;

PRT _WIDGE「V_STRINGtprt:

X囮 ㎞yCallbackStruct★callvalue3

{

char★8tr="01":

XtttTexヒPo白itionpos1ヒ10n罵1'

}

XrnTextSet工nserヒionPo3ition⊂(XraTeXtWidget}prt・ 一>w,po3±tion}∫

XrnTexしSetString(prt->Wtprt->8ヒr,;

vo±dclearrec{w,clientdata,callvalue)

Widgetw'

caddrtclientda七a,

XmAnyCallbackStruc七 ★callvalue,

{

lnti'

f6r《i=0:± 〈ぬXCOL'i++}X・nTeXtSetString(apPlwidget[i】.e,・ ・},

}

vo±dreadrec{w,cl±entdata.callvalue)

Wldgetw;

caddエtc1」.entdata8

X曲yCallbackStrucヒ

〔

±nti'

tcallvalue'

EXECSQLWHENEVERNOTEOUND(nTOno七found∫

8XECSQLWHENEVERSOLERRORSTOP∫

8trcpy(u工d.arr,"t8htyarna"};uld.1en=strlen(uid.arr}∫

8ヒ ェcpy(pwd.aエr."rnasanori.・},pwd.1en-8trlen(pwd.aτr)8

EXECSQLCONNEC『 口:u工dIDENTrE工EDBY‡pwd;

strcpy(accno.arrtXrnTeXtGetStrlng(applwidget【0】.e)}∫

accno.iena8trlen(accno.arr}'

EXECSQLSELECT
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㌶
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鴛

斑
斑
263

264

v1,v2,v31,▽32,v33,v34,v35,v36,v4tv5,v6.v7,

v8,v9,v10,v11.v12,v131,v132,v14,v15,v161,v162,

v17,v18,v191,v192,v201.v202,v21.v22.v23,v24,

v251,v252,v253.v254,v255

1NTO

:v1,:v2,:v31.:v32,:v33,:v34,:v35,:v36.:v4,=v5.:v6.:v7,

:v8.:v9,‡v10,:v11,:v12,:v13 _1,:v13_2,:v14,:v15,:v16_1,:v16_2.

:v17,:v18.:v191,;v192,:v201.:v202,:v21,:v22,:v23,:v24,

:v251,:v252,:v253,:v254,:v255

FROMmotfvO3a111WHEREaccno=:accno∫

EXECSQLCObCM工TWORIくRELEASE∫

8trcpy(recbuftoLaccno・arr)

sprlntf(rec _buf【1L"ld",v1}

8Pエ ±nヒf{recbuf【3L"亀d",v3

8prlnヒf(rec _buft5】,"ld",v3

8pエintf(recbufpL・.ld"rv3

8PΣ1ntf{rec _buf【9L"ld"・v4}

sprtntf{rec _buf[11】 ・

8printf{rec _buf[13],

sprintf{recbuf[151,

sprintf{recbuf【17】,

sprtntf(recbuf【19】,

spr±ntf(rec_bufl21】'

sprintf(recbuf[231,

sprintf(recbuf【25】,

sprlntf(recbuf【27】,

spr±ntf(recbuf[29],

sprintf{recbuf【31】,

sprihtf(recbuf[33】,

sprlntf《recbuf【35】,

spr±ntf{rec _buf{37】'

So=《i-0'

return;

"ld.・
,

"ld㌧

"宅d"
,

"篭d・㌧

w篭dl㌧

"亀d"
,

"亀d"
,

Hld,㌧

府篭d.㌧

"毯d.
,

"亀d㌧

"亀d"
,

弱電d"
,

"篭d,・
,

i<MAXCOL't十 十}

'

∫

_1);

_3)'

_5};

8

v6}:

v8}∫

v10}∫

v12};

v132}:

v15,:

v162)'

v18};

v192}∫

v202}'

v22);

v24}'

v252};

v254}:

8prlntf《 エecbuf[2】,"亀d的,

8printf⊂recbuf【4】,.Sd",

5printf(丈ecbufl6L"勺d",

8pエ1ntf《recbuf【8],.毯d,■,

8prlntf《 エecbuf〔10L"亀d㌧

8printf{recbuf【121,1・ 亀d・,

8Pエintf`recbufl14L"亀d",

sprtntf(rec _buf〔16】,'.ld.,

8prlntf《rec _buft18】,"ld",

spエintf(re(i _buf[20L■.ld",

sp=intf(rec _buf【22]・Htd"・

8pエ1ntf(recbuf(24L"ld「t,

8prlnヒf(rec _buf〔26L"篭d㌧

8Pエintf《recbuf【28L'9d",

sprintf{苫ec _buf【30】,"ld岡,

8prlntf(苫ecbuf[32L"ld",

spr±ntf(rec _bufl34L"亀d",

sprtnti《rec _buf〔36],"ld"'

8printf⊂xec _buf【38】,・'亀dH,

v2}'

v3 _2}'

v3 _4}:

v3 _6)'

v5};

v7);

v9):

vl1);

v131};

v14};

v161):

v17};

v191}∫

v201)I

v21};

v23}:

v251};

v253}'

v255)∫

XmTextSeヒStrSng(applwidget【1].e,rec _bロf【1】);

notfound:

EXECSQLWHENEVERSQLERRORCONTINUE;

EXECSQLROLLBItCK脚ORKRELEASEジ

prlntf("Accno:9Scan'tflndout.＼n"faccno・a工 工)ジ

8trcpy{recbuftoLaccno・arr}∫

foエ{i回1:工 くMAXCOI」:i十 十)Xm「rexセSetStエing(applwidget【 ±1.e,"");

ハ

voiddeleterec{冒,clientdata,callvalue}

widgetw;

caddrtcllentdata;

X曲yCallbackSセruct

{

±nt工'

台ca11
_value'

EXECSQLWHENEVERNOTFOUNDG◎TOnotdelete8

EXECSQIＬWHENEVERSQLXRRORGOT◎errordetect,

strcpy(uld.ax=."土8hlyama.);uid.1enロ8tエ1en{uid.arr};

8trcpy《pwd.arエ,・.1喧5anori",∫pwd.1enロ8trlen⊂pwd.a=r,;

EXECSQLCe)INECT:uid工DENTΣFIEDBY:pwd,

strcpy(accno.arr.XtnTeXtGetString(applwtdget【0】.e))∫

accno.1en-8trlen{accno.arr}∫

EXECSQLDELETEFROMmotfvO3a111WHEREaccno=:accno;

EXECSQLCO剛 工TNORKRELEASE'

printfC"Accno:ts±sdelet合d.＼n",accno・aエr}∫

foエ(1口0,t〈MIVCCOL;±++}XmTextSetStr±ng{applwidget[i】.e,..);

reヒurn;

notdelete:

B-4



aUto4.pc

㌫

㌫

㌶

=

糞

糞

裟

鴛

難

㌶

斑
斑
.㌫

芸

㌫

芸

=

窺

㌶

雲

叢

芸

旬
㌶

芸

㌶

㌶

芸

㌶

㌶

㌶

=

英

魂
㌶

pr±ntf("Accn。:勺8can'tflndoutへn'"accn。 ・arr}ジ

EXECSQLWHENEVERSQLERRORCONT工NU'Ei

EXECSQIＬROLLBACKWORKRELEASE'

工eturn;

errordetect:

P工intf(■ 、nE工rorDetected:亀 ・703、nHt

EXECSQLWHENEVERSQLERRORCONTINUE'

EXECSQLROLLBACKWORKRELEASE∫

}

voidwriterec(w,cltentdata,callvalue)

Widgetw;

caddrtclientdata;

Xm㎞yCallbackStruct

{

intt;

★ca11
_valueノ

8qlca.sqlerrm・sqlerrmc,∫

for(±=0'1〈MILXCOL'i++)

strcpy(recbuf【].].XmTextGetStr±ng⊂applw].(均et"】.e},;

strCPY《accno.a丈 工,

v1=atoi(recbuf【1]},

v32口atoi⊂recbuf【4】);

v35=ato1{recbuf【7n8

v5ロatoi{reebuf【10Dジ

v8ロatoi《recbuf【13n,

v11ロato1《recbuf【16n:

v132ロatoi(recbufl19nジ

v161=atot(recbuf【221}∫

v18-ato± 《recbuf【25】 》ジ

v201ロatoi《recbuf【28】):

v2283atoi《 エecbuf【31】)'

v251口atoi《 エecbuf[34))∫一 －l

v254=atot(エecbuf{37])ジ

recbuf〔Onジ

v2

v33

v36

v6

Vg

v12

v14

accno.len-strlen(accno.arr}

－ato1(苫ecbuf【2D:

=ato1(recbuf【5】}ξ

=atoi(recbuf【8]}'

=ato土(recbuf【11n

ロato1(recbuf【14】1

=ato±(丈ecbuf[17〕)

=atoi{エecbuf[20n

v162=atoi《recbuf【23n

v191ロato1(recbufl26n

v202目ato1(recbuf{29n

v23口ato⊥(x=ecbuf{32]}

v252=tatot(recbufI35】}

v255口atoi{recbuf[38】)

■'

.
'

■
'

●
'

●
'

■'

●
'

●'

●
'

●'

v31

v34

V4

V7

vlO

:

ロato1(recbuf【3】}ξ

－ato1{recbuf【6D;

=ato1(recbufl9】}ノ

ロato1(recbufl12】}

=aヒoi(recbuf[15】)

v13 _lnato±.(rec_buft18n

v15=ato⊥(recbuf【21n

v17=atoi{recbuf【24n

v192=atoi(耳ecbufI27】}

v21=atoi(丈ecbuf{30】}

v24ロatoi(recbuf(33】}

v253=at=01(recbuf{36】)
1

EXECSQLWHENEVERNOrFOUNDCONT工NUE;

8×2CSOLWHENgVERSQLERRORG◎TOeエ ェェpt'

8trcpy(uid.aτ エ,'ishtyarna"};uld・1enロstrlen(u±d・aτr)ジ

strcpy《pwd.arr,"rnaeanori"}'pwd・1en=8trlen(pwd・arr,∫

EXECSQ五COIIIIECT:u±dΣD8NTIFIEDBY:pwd;

EXECSQLWHENEVERSQLERRORGOTOoveエwrite;

EXECSQLINSERTΣNTOtuoヒfvO3a111

⊂accno'v1,v2,v3_1,v3_2,v3_3,v3_4,v3_5,v3_6,v4,v5,v6,

v7,v8σv9,v10.v11,v12,v13 _1,v13_2,v14,v15,v16_1,v16_2,

v17,v18,v19 _1,v19_2,v20_1,v20_2,v21,v22ワv23,v24,

v25 _1,v25_2,v25_3,v25_4,v25_5}

VALUES

{:aecno,:v1,:v2'=v3_1,:v3_2,:v3_3,:v3_4,:v3_5,:v3_6,:v4,:v5,:v6,

:v7.:v8,:v9,:v10,:v11,:v12,;v13 _1,‡v13_2,:v14,:v15,:v16_1,:v16_2,

:v17.:v18,:v19 _1,:v19_2,‡v20_1,:v20_2,:v21,:v22,:v23.:v24,

:v25 _1,:v25_2,:v25_3":v25_4'‡v25_5};

EXECSQIＬCOMMITWORKREIＬEASE;

Pエintf{"Accno:亀s±8in8erted.、n"taccno・arr}:

for《t目0:i<踊 《COL,i十 十)XrnTextSetStrtng(applv±dget【 ±】.e,.・ ・):

return;

over冒 工ite:

EX8CSQLWHENEVERsQLERRORGO悟Oerrrptジ

8XECSQLUPDATEmotfvO3a111SE「C

v1=:v1,

v33口=v33,

v4=3v4,

v8目:v8,

v12ロ:v12,

v2ロ:v2,

v34ロ:v34,

v5-:v5,

V9-:V9,

v131ロ:v131,

v31ロ:v31,

v35・:v35,

v6口:v6,

v10ロ:v10,

v132ロ:v132,

v32・:v32,

v36ロ;v36,

v7■:v7,

v11目:v11,

v14■:v14,

●
σ

●
'

■
'

■
'

■
'

●
'

●
'

・
σ

●
'
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errrpt:

}

v15ロ:v15,v16 _1=:v16_1,v162ロ:v162.v17目

v18=2v18,・v19 _1==v19_1,v192=:v192,v201

v20 _2-:v20_2,v21==v21,v22-:v22,v23目

v24ロ:v24,v25 _1F:v25_1,v25 _2ロ:v25_2,v253

v254=:v254,v255=:v255

WHEREaccno-:accno'

EXECSQLCO)EMITWORKRELEASE;

pエ1ntf(的Accno:lsisnotinsertedbutupdate.、n"、accno.arr};

for(iuOIi〈MAXCOL;i++,XmTextSetString(applw±dget{i】 .e,"")膓

return∫

pr±ntf《 ・、n2rrorDetected:1.70s、n村,

8XECSQLWHENEVERSQLERRORCONTINUE'

EXECSQLROLLBACKRELEASE;

voidquit⊂w,clientdata,callvalue,

Widgetw'

cadd工tcllentdataジ

X曲yCallbackStruct★callvalue:

{

XtcloseDlsplay{XtDi8play(冒)};

e¥it《0,:

}

W±dget

Widget

WSdget

Widget

甑dget

W±dget

W±dget

staticWidget

丈eadbutton/

writebutセon;

deletebuセton:

clearbutセon'

qultbutton;

opendialog;

newdlalo9ジ

CreateMenuBar

Widget

{

W±dget

W⊥dget

W±dget

W±dget

X!raage

Arg

registertnt

parent;

鵬nubar;

cagcade'

menu _pane'

button:

古1mage'

a1【10L

ac∫

sqlca・8qlerrm.3qlermc}ジ

!★readbutton

!★writebutton

!★deleヒebutton

!★clearbu七ton

/★(lu±tbutセon

!★file8elec白ondlalog

!tfllenarnepro叩tdtalog

(parent)

★

★

★

★

★

★

★

/

/

/

/

/

/

/

/★CreateMenuBar★!

RowColum

CascadeButton

RowColurfin

PushButton

1皿ageforwarningplxmap

argllst

argcount

-
F

!

!

!

!

!

/

金

★

★

★

★

★

禽

!

/

/

/

/

!

/

★

★

★

★

★

★

★

:v17t

=:v201,

:v23,

=:v253
,

XmS七ringCharSetcharsetロ(XmStr±ngCharSet)XraSTRINGDEFAUL「CCHARSET;

ac目O∫/★CreateMenuArea.★/

menubar=XmCreateMenuBar(parent,冊menuba丈",a1,ac)'

acロ0ジ!★Create・.Optlons"Pu1]LdomMenu.★/

menu」}ane回XtuCreatePulldownMenu(menu
_bar,'menu_pane",a1.ac}ジ

ac=0:

XtSetArg《a1[ac】,XmNlabe1Sセrlng.

kO]pCrea七eC。ncatW。rd8《 ・読 み ・,XmゴpDEFAULTCHARSETARRAY))∫ac++,

XtSetArg《a1(ac】,XrnNrnnemontc.'R咋;ac++;

XtSetArg(a1Iac】,XrnNacceleratorTextt

XmStr±ngCreateLtoR("Ctr1+r",charset))'ac++;

XtSetArg(a1【ac】,XrnNaccelerator."Ctr1〈Key>r:"}∫ac+十;

button=XrttCreatePushButton{menりane,"Read.・,al.ac);

XtAddCallback(button,XrnNactivateCallback,readrec,NULL);

XヒManageChlld(button}'
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acロ0'

Xt=SetArg《a1【ac】,XrnNlabelSt:=ing,

X、"jpCreateC。ncatW。 。d。《・書 き ・tXrnゴpDEFAULTCHARSETARRAY)}、ac++;

XtSetArg(altac】,XrnNrnneraonic.'X',;ac++∫

XtSetArg(a1{ac】,XrnNacceleratorText.

XrrtStringCreateLtoR`"Ctrl+w'㌧charset));ac++;

XtSetArg《a1【acLXmNaccelerator,"Ctrl〈Key>w=",;ac++ノ

buttonロXt:tCreatePushButt。n(menu _pane,"Write",a1,ac}'

XtAddCallback(button,XrnNact±vateCallback,writerectNULL);

X七ManageChlld(buヒton}ジ

acロ0/

XtSetArg(a1【ac】,XrnNlabe1String.

X・・OPCreat。C。ncatW。rd。(・ 削 除 ・,knゴpDEF肌TCHARSETARRAY}}、

XtSetArg《al【ac】,Xttthlrnnernon±c,'D'}∫ac++1

XtSetArg{a1【ac】,XrnNaccelera七 〇rText,

XlnSセringCreateLtoR{.・Ctrl+dH,charget})

XtSetArg(a1[ac],XmNaccelerator,・Ctr1<Key>d:"};ac++;

butヒon⇔XrtrCreatePushButton《menu」 》ane,"Delete",a1,ac)i

XtAddCa1Zback(button,XrnNact±vateCallback,deleセerec,NULL,'

XtManageChlld(button》'・

ac十 十;

'ac十 十膓

ac■0ジ

XgSetArg《al【ac】,XrnNlabelStr±ng.

X・nコpCre・t・C。 。catW。rds(・ 取 消 ・,X。 ゴpDEEAULTCHARSETARRAY}}、ac++、

XtSetArg(al[acLXmNnnernon±c,'C咋 ジac十+;

XtSetAエ9(a1【ac】,XrnNacceleratorText.

XmStr±ngCreateLtoR{・,Ctr1十c",charset)}ジac十 十'

XtSetArg《a1【ac】.XmNacce;erator.・ ・Ctrl<Key>c:"):ac十 十;-

butt。n=XrtCreatePushButt。n(rnenuＬpane,'℃lear",al,ac}:

XtAddCallback`button,XmNact±vateCallback,clearrec,NULL);

XtManageCh±ld(button}ジ

acエO∫

XtSetArg{a1【ac】tXrnNlabe1String,

㎞ ゴPCreat。C。 。caCW。.d。 ⊂・終 了 ・,㎞]pDEPAULTCHARSETARRAY));ac++:

XtSetArg{a1【ac】,Xπ ㎞emonlc,'Q')∫ac十 十;

XtSetArg{a1IacLXmNacceleratorText.

XrttStringCreaセeLtoR("Ctrl十q.,cha工8eセ),:ac++:

XtSetArg(alfac】,XmNaccelerator,・Ctr1<Key>q:賛),ac++ジ

buttonロXmCreatePushButt。n{menu
Ｌpane,村 伽it",a1,ac}∫

XtAddCallback⊂button,XrnrlacttvateCallback,qult,NULL,;

XtManageChlld{butヒon};

acロ0'

XtSetAエg(a1【acLXrninlsubMenuld,menu.pane}∫ac++;

XtSetArg(a1{ac】,XrnNlabe1Stエing,

XrttjpCrea・ 。C。。catW。.d。{・ 命 令 ・tX。]pDEPAULTC甑RSETARRAY))、ac++,

X七SetArg《altac1σXrttNranernonic,'Pt》:ac++∫

cascadeロXrtCreateCascadeButton(menubar,"File".a1,ac);

XtManageChild《cascade};

acロ0:!★Create.qption8"PulldoぬMenu.★!

瓜enu _pane目Xrr{CreatePulldowriMenu(menu_bar,"menu_pane㌧a1,ac》3

acgO;

XtSetArg(a1【ac],XrnNlabe1String,

XtnjpCreateConcatW。rds{・ ・カ ッ ト ・.X,ajpDEFAULrC}IARSETARRAY));ac++∫

Xts●tArg{a1【acLXtnNnnemontc.'t');ac++:

XtSetハ.rg(a1[ac】.XmNaeceleratorText.

XiStringCreateLtoR(・Shtft+De1",char8et》);ac++'

XtSetArg(a1lac],XrnNaccelerator,HShift<Key>DeleteChar:.,'ac++;

butt。n・XttvCreatePushButt。n(menu
-pane,"Cut",al,ac);

Xt瓦ddCallback(button,XrnNactivateCallback,NULL,NULL}'

XtHanag6Child(button)ジ

XtSetSensitive(button,False,'
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acロO;

XtSetArg(al[ac】,XmNlabelString,

X,a)pCreateC。ncatW。 エds(・ コ ピ ー ・・,X・ ・)pDEFAULT _CHARS班_ARRAY)}'ac++;

XtSeヒA工9(a1[acLXrnNrnnemonic,'C')'ac十 十∫

XtSetArg`a1[ac],XmNacceleratorTextt

XrnStr±ngCreateLteR("Ctr1十 工n8",charset)};ac++;

XtSetArg《a1【ac】,XmNaccelerator."Ctrl<Key>工n8ertChar:")ジac++,

buヒ ヒon冨Xロ ¢reatePushButton(menuＬpane,"Copy・,a1,ac),

XtAddCallback(button,XrnNactivateCallback,NULL,NUIＬL}:

XtManageChild(but=ton)∫

XtSetSensit±ve《button,False);

acロ0;

XtSetArg(a1{acLXmNlabe1Strtng,

XmゴpCreateC。ncatW。rds(・ ペ ー ス ト ・,XmゴpDEFAULT_CHARSET_ARRAY));ac++;

XtSetArg(a1【ac〕,XrnNrnnemonic,'P'};ac十 十;

XtSetArg(a1【ac】,XtnNacceleratorTextt

X皿Str±ngCreateLtoR{"Shlft十Ins",charset));ac++;

XtSetArg`al【ac】,XrnNaccelerator,"Shtft〈Key>InsertChar:")ノac++ジ

buttonロXmCreatePushBuヒton⊂lnenu_panet"Pa8te"ta1,ac);ac十+∫

XセAddCallback(button.XmNactivateCallback,NULL,NU工 必)'

XtManageChild《button}ジ

XtSetSen8±tive(button,Fa13e):

ac-O;

XtSetArg(a1【ac】,XrnNlabe1Str±ng,

XtajpCreateC。ncatW。rdsC・ ク リ ア ・,X・n]pDEFAUr,1_CHARSET_ARRAY));ac++;

XtSeヒArg(a1【ac),Xmrlrnnemonlc,'et)ノac十+:

/・pseud。accelerat。r-TeXtalreadyhandlesth±sact± 。napPr。priatelyt/

XtSetArg(a1【ac],XmNacceleratorText,

XmStr±ngCreateLtoR《 ・.De1・.,charset)}∫ac++:

ciearbutton=XrrvCreatePushButton(rnenu _pane,・Clear・.,a1,ac,;

XtAddCallback(ciearbutton,XmNactlvateCallback,NULL,NULL};

Xt)CanageCh"d(clearbutton,'

XtSetSensittve(clearbuttontFa18e》;

ac=O;

XtSetArg{a1[ac】'XrtablsubMenu「d・ 囎nuＬpane):ac++'

XtS⊇9(。 ・【acLX,nN・ 。be・St.i。g,X。)pCreat。C。ncatWerds(・ 編 集 ・,

XmjpDEFAULI} _CHARSET_」mUY));ac++'

XtSetArg(a1【ac】,X瓜Nmnemon工c.'E'}'ac++:

ca3cadeロXrnCreateCascadeButtgn{menu _bar,"Ed土 七日,a1,ac},

XtManageChSid(cascade)ジ

ac目O'/★Create'Help"button.★/

XtSetArg(a1【ac]tXrnNlabelString,

XiTtゴpCreat・C。ncatW。rd・(・ ヘ ル プ'・,X・ajpDEFAULT _CHARSET_ARRAY)};ac++;

ca8cadeロXmC主eateCa8cadeBu七ton《menubar."He1P",a1,ac):

XttCanageCh"d(cascade)'

ac口O∫

XtSetArg{a1〔acLXmNrnenuHe1P砒dOeヒ'cascade}∫

XtSetValue8(nenuba工,a1,ac》'

return{menubar,;

ac十 十;
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付録C　クロス集計用ソフトのプログラム例





/*

こ の プ ロ グ ラ ム は 、 デ ー タ ベ ー ス の 中 の条 件 に 合 致 した デ ー タ

個 数 を 集 計 して ク ロ ス表 を 作 成 し ます 。
作 成:T.K.

*/

#define
#define

#define
#define
#define
#define
#define

OCNUM

XYCNUM

COMB

OCOMB

XYCOMB

WHLEN

OWHLEN

5

20

10

10

20

1000

200

#include

#include

#include

#include

#include

#include

〈stdio.h>

〈string.h>

〈search.h>

〈stdlib.h>

〈ctype.h>
丙
cross _pr.h"

EXECSQL

VARCHAR

VARCHAR

VARCHAR

int

char

int

EXECSQLEND

EXECSQL

BEGIN DECLARESECTION:

INCLUDE

uid[20]:

pwd[20];
selec1[1000]:

counter[50][50]

accno[7];
veh _no,occ_no,
DECLARESECTION

SQLCA:

/*sameas

⑳

in・j_no;

・

WHLEN*/

'

struct cnd{
char

};

indi[10], comm[30],refe[100];

`

mainO

{
struct
struct

struct

cnd

cnd

cnd

oc[OCNUM];

xc[XYCNUM];

yc[XYCNUM];

int

int

int

int

i・nt

int

int

int

char

static

static

static

static

statlC

static

static

static

charstr

10,1X.ly;

JO,JX.jy:

ko,kx,ky;

i,j,n,int_buf;

count;

srchindi=-1;

o _num・0,xＬum=0,y_num・0;

OarrnUm,Xarr_nUm,yarr_nUm;

ocomb[OCOMB][COMB],

xcomb[XYCOMB][COMB],

y_comb[XYCOMB][COMB];
怜 ●

char

int

char

char

char

char

char

char

pre_accno[7]=

pre_vehno=-1,
where[WHLEN]=

owhere[OWHLEN]

buf[COMB]

clear[1]

conect[]=

op _bl[]

cl_bl[]=・

;

:

pre_occno=-1,
‥

;

=..:

='¥0';

'AND'

;

="(';

)":

pre_injno=-1:

/*10gonintoDB*/

strcpy(uid.arr,・JlKO");

uid.len=strlen(uid.arr);

strcpy(pwd.arr,"CHOUSA・):
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pwd.lenニstrlen(pwd.arr);

EXECSQLWHENEVERSQLERRORGOTOerrpt:

EXECSQLCONNECT:uidIDENTIFIEDBY:pwd:

rd _fl(&oc[0],&xc[0],&yc[0],&o _num,&x_num,&y_num,&srch _indi);

if(srch _indi〈Ollsrch_indi>3){

printf('¥n検 索 項 目 が 設 定 さ れ て い ま せ ん 。 フ ァ イ ル を チ ェ ッ ク し て 下 さ い 。 一!!¥n¥バ);

exit(1):

}

arr _com(&oc[0],o _comb,&o_num,&oarrnum);

arr _coin(&xc[0],x_comb,&x _num,&xarrnum);

arr _com(&yc[0],y_comb,&y _num,&yarr _num);

for(ioニ0;io〈oarr
_num:io++){

n=strlen(o _comb[io]):

strcat(owhere,op _bl);

for(jo=0;jo〈n;jo++){

str _copy(o_comb[io],str _buf,1,jo+1):

int _buf=-1:

for(ko=0:ko〈o _num;ko++){

if(strcmp(oc[ko].indi,str _buf)ニ=0){

intbufニko:

}

}

if(int _buf==-1)exit(1):

strcat(owhere,oc[int _buf].refe);

strcat(owhere,clbl):

strcat(owhere,conect):

}

}

strcat(owhere, .op_bl):'

/*makeSQL*/

for(ix=0;ix〈xarr
_num:ix++){

for(iy=0;iy〈yarr _num;iy++){

count=0;

counter[ix][iy]ニ0;

strcpy(sele _cl.arr,丙SELECTACCNO,VEHNO,OCCNO,INJNOFROMACCJOINWHERE

strcpy(where,clear):

strcat(where,owhere);

n=strlen(x _comb[ix]);

for(jx=0;jx〈n;jx++){

if(jx>0)strcat(where ,op_bl):

str _copy(x_comb[ix],str _buf,1,jx+1):

int_buf=-1;

for(kx=0;kx〈x _num;kx++){:

if(strcmp(xc[kx].indi,str _buf)==0){

int _buf=kx:

}

}

if(int _buf==-1)exit(1);

strcat(where,xc[int _buf]:refe);

strcat(where,c1 _bl):

strcat(where,conect):

}

n=strlen(y
_comb[iy]);

for(jy=0;jy〈n;jy++){

strcat(where,op _bl);

str _copy(y_comb[iy],str_buf,1,jy+1);

int _buf=-1;

for(ky=0:ky〈y _num:ky++){
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if(strcmp(yc[ky].indi,str
_buf)

int _bufニky:

}

}

if(int _buf==-1)exit(1):

strcat(w
.here,yc[int_buf].refe):

strcat(where,cl _bl):

strcat(where,conect);

}

n=strlen(where);

where[n-5]='¥0';

/*executeSQL

strcat(sele _cl.arr,where):

sele _cl・len=strlen(sele _clrarr);

EXEC

EXEC

EXEC

EXEC

SQL

SQL

SQL

SQL

PREPARESIFROM:sele _cl;

DECLARECICURSORFORS1;

OPENC1;

WHENEVERNOTFOUNDGOTOendlooP;

==0){

*/

for(i=0;;i++){

EXECSQLFETCHCIINTO:acc
_no,:veh_no,occ_no,:inj _no;

if((inj _no!=pre _injno)&&srch_indi==0)

count十 十;

elseif((occ _no!=pre_occno)&&srch _indi〈 ニ1)

count十+;

elseif((veh _no!=pre_vehno)&&srch _indi〈 ニ2)

count十+;

elseif((strcmp(acc _no,pre_accno)!=0)&&srchindi〈=3)

count十 十;

else

count=count;

strcpy(pre _accno,acc_no);

pre_vehno=vehno:

P「e_OCcnO=OCC_nO;
シ リ ロ コ

P「e_1nコno=1nJ _no:

}

endloOP:

COUnter[iX][iy]=COUnt:

EXECSQLCLOSEC1;

}

}

printt_dat(&oc[0],&xc[0],&yc[0],counter[0],o _num,x_num,y_num,
oarr _num,xarr_num,yarr_num,o_comb[0],x _comb[0],
y_comb[0]);

EXECSQLWHENEVERSQLERRORCONTINUE;

EXECSQLCOMMITWORKRELEASE:

exit(0);

errpt:

printf("¥n%.70s¥n・,sqlca.sqlerrm.sqlerrmc):

EXECSQLROLLBACKRELEASE:

exit(1);

}

arr_com(xyc,xycomb,xy _num,arr_num)

struct

char
int

{
int
int

cndxyc[];

xycomb[][COMB];

*xy _num,*arr～num;

i,j,k,n,1,arlenmax,

match, .min_num;

numarr:

C-3



charmin_buf[COMB];

arlenmax=0;

num_arr=*xy_num;

for(i=0;i〈num _arr;i++){

nニstrlen(xyc[i].indi):

if(n>ニarlenmax)arlenmax=n;

}・

k=0;

for(i=0;、i〈numarr;i++){

if(strlen(xyc[i].indi)ニ ニarlenmax){

strcpy(xycomb[k];xyc[i].indi);

k++:

}

}

while(一 －arlenmax){

if(arlenmax〈0)break;

for(i=0;i〈num_arr:i++){

if(strlen(xyc[i].indi)==arlenmax){

match=0;/*1=matchO=unmatch*/

for(j=0;j〈k;j++){

if(strncmp(xyc[i].indi,xycomb[j],arlenmax)〒 ニ0)match=1;

}

if(match==0){

.strcpy(xycomb[k],xyc[i].indi);

k++:

}

}

}

}

*arrnum=k;

/*sort*/

for(i=0;i〈k-1;i++){

strcpy(min _buf,xycomb[i]);
　 　
mlnnum=1;

for(」 ニi+1:j〈k;」++){

1=strcmp(min _buf,xycomb[j]);

if(1>0){

strcpy(min_buf,xycomb[」]);
コ コ1mln
_num=」:

}

}

strcpy(xycomb[min_num],xycomb[i]):

strcpy(xycomb[i],min_buf):

}

}

rd fl(oc,xc,

struct
struct

struct
int*O

yc.

cnd

cnd

cnd

num.

o_num,x_num,y_nurn,srchindi)

oc[]:

xc[];

yc[];
*xnum,*y _num, *srchindi:

{
charbuf[81],srch _str[10],pre_oxy;

chartempbuf[81];

intslength,semi_pos,col_pos;

intuni,i;

FILE*fd;

fd=fopen(賃crs_data.txt・,"r鈴);

、if(fd==NULL){

printfC¥nフ ァ イ ル が 存 在 し ま せ ん!!¥n¥バ);

exit(1);

}

C-4



while(fgets(buf,80,fd)!=NULL){

sp _shift(buf);

sp _rem(buf):

if((buf[0]=='E'llbuf[0]=='e')

if((buf[0]=='0'llbuf[0]=='o')

if((buf[0]=='X'llbuf[0]=='x')

if((buf[0]=='Y'llbuf[0]=='y')

if(buf[0]=='/'

if(buf[0]ニ='¥n')

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

(buf[1]==':'

(buf[1]=ニ':'

(buf[1]=ニ ●:'

(buf[1]==':'

buf[1]=='*'

)

)
)
)
)

)

)
)
)

break;

contlnue:

contlnue;

contlnue;

contlnue;

contlnue:

slengthニstrlen(buf):

semi _Pos=strcspn(buf,":拘):

co1_pos=strcspn(buf,":");

/*nニONO,n=1YES*/

uni=0;

if(semi_pos== slength) uni=1;

if(buf[0]=='0'Ilbuf[0]=ニ'o'&&uni==0){
コ コ

pre_oxy=O;

str _copy(buf,oc[*o_num].indi,2,col_pos);

str _copy(buf,oc[*o_num].comm,col_pos+2,semi_pos);

str_copy(buf,oc[*o_num].refe,semi_pos+2,slength);

sp _shift(oc[*o_num].refe):

sp _rem(oc[*o_num].indi);

sp _rem(oc[*o_num].refe);

(*0_num)++;

}

elseif(buf[0]=='X'llbuf[0]ニ='x'&&uni=ニ0){
コ る

pre_oxy=X;

str _copy(buf,xc[*x_num].indi,2,col_P6s):

str_copy(buf,xc[*x_num].comm,co1_Pos+2,semi_Pos);

str _copy(buf,xc[*x_num].refe,semi_pos+2,.slength):

sp _shift(xc[*x_num].refe);

sp _rem(xc[*x_num].indi);

sp _rem(xc[*x_num].refe):,'

(*xnum)++;

}-

elseif(buf[0]=ニ'Y'llbuf[0]=='y'&&uniニ=0){
コ コ

pre_oxy=y;

str _copy(buf,yc[*y_num].indi,2,col_pos):

str_copy(buf,yc[*y_num].comm,col_pos+2,semi_pos);

str _copy(buf,yc[*y_num].refe,semi_pos+2,slength);

sp_shift(yc[*y_num].refe):

sp _rem(yc[*y_num].indi):

sp _rem(yc[*y_num].refe);

(*yＬum)++;

}

elseif(buf[0]=='C'llbuf[0]=='c'&&uni==0){

for(iニ0;buf[i];i++){

tempbuf[i]=tolower(buf[i]);

}

tempbuf[i]=OxOO:

str _copy(tempbuf,srch_str,semi_pos+2,slength):

sp_shift(srch_str);

sp _rem2(srch_str);

if(strcmp(srch_str,.injno")==0)

elseif(strcmp(srch _str,.occno")=ニ0>

elseif(strcmp(srch_str,"vehnoの)==0)

elseif(strcmp(srch_str,.accno.)==0)

else

*srchindi=0:

*srchindi=1;

*srchindi=2;

*srchindi=3:

*srchindi=-1;

if(*srchindi==-1){

printf('¥nフ ァ イ ル が 正 し く セ ッ トされ て い ま せ ん 。¥バ);
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printf(旬 サ ー チ す べ き 項 目 を セ ッ ト し て 下 さ い 。¥n¥バ):

exit(1);

}

}

elseif(uni=ニ1){

if(pre _oxy=='o'){

strcat(oc[(*o _num)-1].refe,"・);

strcat(oc[(*o _num)-1].refe,buf);

}

elseif(pre _oxy=='x'){

strcat(xc[(*x __num)-1].refe,.");

strcat(xc[(*x _num)-1].refe,buf);

}

elseif(pre _oxy=='y'){

strcat(yc[(*y _num)-1].refe,".);

strcat(yc[(*y _num)-1].refe,buf);

}

else{

printf("¥nフ ァ イ ル が 正 し く セ ッ ト さ れ て い ま せ ん 。¥バ);

printf("デ ー タ を 正 し く セ ッ ト し て 下 さ い 。¥n¥バ);

exit(1>;

}

}

else{

printf('¥nフ ァ イ ル が 正 し く セ ッ ト さ れ て い ま せ ん 。¥パ):

printf("デ ー タ を チ ェ ッ ク し て 下 さ い 。¥n¥n');

exit(1):

}

}

}

sp _shift(astr)

char

{
int

*astr;

lst,i:

while(astr[0]=="llastr[0]=ニ'¥t'){

lSt=Strlen(aStr):

for(i=0:i〈lst-1;i++)astr[i]=astr[i+1]:

astr[i-一]=OxOO:

}

return;

}

str _copy(a,b,i,」)

unsigned

{
int

char

int

*a,*b;

i,j;

k;

for(k=0;k〈i;k++)

a-一;

a十 十;

for(k=0:
*b=OxOO;

k〈(j-i+1);k++) *b++=*a++:

}

sp_rem(astr)

char

{

*astr;

intn;

n=Strlen(aStr):.

while(一 －n>=0)

if(astr[n]!ニ"&&astr[n]!='¥t')
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break;
astr[n+1]='¥0';

}

sp _rem2(astr)

char

{

*astr:

intn:

n=Strlen(aStr);

while(一 －n>=0)

if(astr[n]!="&&astr[n]!='¥t'&&astr[n]!='¥n')

break;

astr[n十1]='¥0':

}
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